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(57)【要約】
エレクトロルミネッセントアレンジメントを開示する。このエレクトロルミネッセントア
レンジメントは、下記機能層を備える：（ａ）層Ａとしての背面電極；（ｂ）層Ｂとして
の誘電層；（ｃ）層Ｃとしてのエレクトロルミネッセント層；および（ｄ）層Ｄとしての
カバー電極。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記機能層
　（ａ）構成材料ＢＥとしての背面電極（１９）；
　（ｂ）構成材料ＢＤとしての誘電層（２３）；
　（ｃ）構成材料ＢＣとしてのエレクトロルミネッセント層（２４）；および
　（ｄ）構成材料ＢＡとしてのカバー電極（１７）；
の構造体を備えることを特徴とする、エレクトロルミネッセントアレンジメント（６）。
【請求項２】
　該エレクトロルミネッセントアレンジメント（６）が背面電極（１９）を通じて背面基
材（４）に適用されていることを特徴とする、請求項１に記載のエレクトロルミネッセン
トアレンジメント（６）。
【請求項３】
　該エレクトロルミネッセントアレンジメント（６）が接着層（５）を通じて背面基材（
４）に接続され、該接着層（５）が背面電極（１９）と背面基材（４）との間に提供され
ていることを特徴とする、請求項２に記載のエレクトロルミネッセントアレンジメント。
【請求項４】
　別のカバー基材（７）がカバー電極（１７）に提供されていることを特徴とする、請求
項１～３のいずれか一項に記載のエレクトロルミネッセントアレンジメント（６）。
【請求項５】
　該エレクトロルミネッセントアレンジメント（６）が接着層（９）を通じてカバー基材
（７）に接続され、該接着層（９）がカバー電極（１７）とカバー基材（７）との間に提
供されていることを特徴とする、請求項４に記載のエレクトロルミネッセントアレンジメ
ント（６）。
【請求項６】
　該接着システムが、シリコーン、エチレン酢酸ビニル、ＰＶＣまたは熱可塑性ウレタン
エラストマーを含有するシステムベースであることを特徴とする、請求項３または５に記
載のエレクトロルミネッセントアレンジメント（６）。
【請求項７】
　該接着システムがフィルムとして形成されていることを特徴とする、請求項６に記載の
エレクトロルミネッセントアレンジメント（６）。
【請求項８】
　白色ラッカーの層が該カバー基材（７）に適用されることを特徴とする、請求項１～７
のいずれか一項に記載のエレクトロルミネッセントアレンジメント（６）。
【請求項９】
　反射層（１５）が白色ラッカーの層に提供されることを特徴とする、請求項１～８のい
ずれか一項に記載のエレクトロルミネッセントアレンジメント（６）。
【請求項１０】
　該反射層（１５）および／またはカバー基材（７）が中空ガラス球（１１）を含有する
ことを特徴とする、請求項９に記載のエレクトロルミネッセントアレンジメント（６）。
【請求項１１】
　該中空ガラス球（１１）の平均径が１０～２００μｍであることを特徴とする、請求項
１０に記載のエレクトロルミネッセントアレンジメント（６）。
【請求項１２】
　該カバー電極（１７）の組成物および／または該背面電極（１９）の組成物がマルチウ
ォール・カーボンナノチューブおよび／またはシングルウォール・カーボンナノチューブ
を含むことを特徴とする、請求項１～１１のいずれか一項に記載のエレクトロルミネッセ
ントアレンジメント（６）。
【請求項１３】
　該背面電極（１９）および／またはカバー電極（１７）が母線（１８、２０）によって
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接触されていることを特徴とする、請求項１～１２のいずれか一項に記載のエレクトロル
ミネッセントアレンジメント（６）。
【請求項１４】
　該背面電極（１９）が母線（２０）によって接触され、該母線（２０）が背面電極（１
９）と保護ラッカーおよび／または背面基材（４）との間に提供されていることを特徴と
する、請求項１３に記載のエレクトロルミネッセントアレンジメント（６）。
【請求項１５】
　該カバー電極（１７）が母線（１８）によって接触され、該母線（１８）がカバー電極
（１７）とカバー基材（７）との間に提供されていることを特徴とする、請求項１３に記
載のエレクトロルミネッセントアレンジメント（６）。
【請求項１６】
　該少なくとも２つの電極の電気接触が背面基材（１９）の背面において提供されている
ことを特徴とする、請求項１～１３のいずれか一項に記載のエレクトロルミネッセントア
レンジメント（６）。
【請求項１７】
　該少なくとも２つの電極の電気接触が該エレクトロルミネッセントアレンジメント（６
）のエッジ領域において行われていることを特徴とする、請求項１６に記載のエレクトロ
ルミネッセントアレンジメント（６）。
【請求項１８】
　該エレクトロルミネッセントアレンジメント（６）の少なくとも２つの電気接触がくぼ
み（２、３）および接触エレメント（１６ａ、１６ｂ）であって、スクリューコネクショ
ン、リベットコネクションまたは鋸歯状コネクションとして形成され、かつ、ポジティブ
ロッキングの方法で該くぼみ（２、３）に挿入される接触エレメント（１６ａ、１６ｂ）
によってもたらされ、対応電極（１７、１９）の電気接触をもたらしていることを特徴と
する、請求項１６または１７に記載のエレクトロルミネッセントアレンジメント。
【請求項１９】
　該背面電極（１９）またはカバー電極（１７）の少なくとも一方が金属グリッドまたは
グレーチングを備えることを特徴とする、請求項１～１８のいずれか一項に記載のエレク
トロルミネッセントアレンジメント（６）。
【請求項２０】
　該金属グリッドが実質的に、銀、銅、金、白金、黄銅、鉄およびニッケルからなる群か
ら選択される金属からなることを特徴とする、請求項１９に記載のエレクトロルミネッセ
ントアレンジメント。
【請求項２１】
　該金属グリッドが実質的に銀からなることを特徴とする、請求項２０に記載のエレクト
ロルミネッセントアレンジメント。
【請求項２２】
　該エレクトロルミネッセントアレンジメント（６）が自動車識別標識（１）のフレーム
において使用されることを特徴とする、請求項１～２１のいずれか一項に記載のエレクト
ロルミネッセントアレンジメント（６）。
【請求項２３】
　請求項１～２２のいずれか一項に記載のエレクトロルミネッセントアレンジメント（６
）の自動車用識別標識における使用。
【請求項２４】
　請求項１～２２のいずれか一項に記載のエレクトロルミネッセントアレンジメントを備
えるフロントダイヤフラムブランク。
【請求項２５】
　請求項１～２２のいずれか一項に記載のエレクトロルミネッセントアレンジメントから
アーチ形フォーマットを製造し、次にこのアーチ形フォーマットからブランクを、特にレ
ーザー処理によって、予め決定したサイズに切り取るか、打ち抜くか、または形成するこ
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とを特徴とする、フロントダイヤフラムブランクの製造方法。
【請求項２６】
　様々な模様のアーチ形フォーマットを使用することを特徴とする、請求項２５に記載の
方法。
【請求項２７】
　プリンティング技術を用いて追加のセキュリティ機能と共に該ブランクを提供すること
を特徴とする、請求項２５または２６に記載の方法。
【請求項２８】
　請求項１～２２のいずれか一項に記載のエレクトロルミネッセントアレンジメント（６
）を備える識別標識、特に乗物用識別標識（１）であって、該識別標識がフレーム（１４
）に固定されており、かつ、該少なくとも２つの電気接触がＥＬインバータ（２１）に接
続されており、要すれば次に乗物の電気回路に接続され、要すれば乗物を発車させると自
動的に電流が供給され、このようにしてＥＬフィルムを発光させることを特徴とする、識
別標識、特に乗物用識別標識（１）。
【請求項２９】
　特にエレクトロルミネッセントアレンジメント（６）を加工するときの、エレクトロル
ミネッセントアレンジメント（６）の電極（１７、１９）の導電率の低減を避けるための
、請求項１９～２１のいずれか一項に記載の金属グリッドの使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エレクトロルミネッセントアレンジメント（ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓ
ｃｅｎｔ　ａｒｒａｎｇｅｍｅｎｔ）、その製造方法、並びに、特に乗物用の識別／照合
標識（ｄｉｓｔｉｎｇｕｉｓｈｉｎｇ／ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎｓ）と
しての、その使用に関する。本発明は、更に、フロントダイヤフラムブランク（ｆｒｏｎ
ｔ　ｄｉａｐｈｒａｇｍ　ｂｌａｎｋ）並びにその製造方法も提供する。
【背景技術】
【０００２】
　エレクトロルミネッセンス（以降、「ＥＬ」に略書する。）は、交流電場による発光顔
料または発光団からのルミネッセンス（ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）の直接励起を意味す
ると理解される。
【０００３】
　エレクトロルミネッセンス技術は近年ますます重要になっている。この技術は、眩光（
ｄａｚｚｌｅ）や暗部がなく、かつ、実質的に任意の所望のサイズの均質発光面が形成さ
れることを可能にする。同時に、消費電力および構造体厚（ミリメートル以下のオーダー
）が極めて低い。典型的な使用としては、液晶ディスプレイのバックグラウンド照明（ｂ
ａｃｋｇｒｏｕｎｄ　ｉｌｌｕｍｉｎａｔｉｏｎ）以外に、文字および／または画像モチ
ーフ付きの透明フィルムのバックライティングが挙げられる。従って、透明エレクトロル
ミネッセントアレンジメント、例えばガラスまたは透明プラスチックベースのエレクトロ
ルミネッセント発光ボード、であって、例えば情報媒体もしくは広告パネルの役割を果た
すか、または装飾用の、透明エレクトロルミネッセントアレンジメントが先行技術で知ら
れている。
【０００４】
　エレクトロルミネッセント燐光体が間に配置されている２つの伝導性ガラス電極の使用
をベースとする硫化亜鉛エレクトロルミネッセントアレンジメントは１９５０年に既にＥ
．Ｃ．ＰａｙｎｅによってＵＳ　２，８３８，７１５に記述されており、かつ、刊行物“
Ｐｈｉｌｏｓｏｐｈｉｃａｌ　Ｍａｇａｚｉｎｅ”におけるＧ．Ｄｅｓｔｒｉａｕによる
“Ｔｈｅ　Ｎｅｗ　Ｐｈｅｎｏｍｅｎｏｎ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎ
ｃｅ　ａｎｄ　ｉｔｓ　Ｐｏｓｓｉｂｉｌｉｔｉｅｓ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　Ｉｎｖｅｓｔｉ
ｇａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｌａｔｔｉｃｅ”が参照として言及されており、



(5) JP 2010-537392 A 2010.12.2

10

20

30

40

50

この関連で、交流電圧場における特定のＺｎＳ　ＥＬ現象の最初の発見が１９３６年に既
にＤｅｓｔｒｉａｕによってなされている。
【０００５】
　これらのＥＬエレメントにおいて使用される発光顔料および発光団は、透明有機バイン
ダーまたはセラミックバインダーに埋め込まれる。出発物質は、一般的に、硫化亜鉛であ
り、これはドーピングまたは共ドーピング（ｃｏ－ｄｏｐｉｎｇ）および製造手順に依存
して、さまざまな比較的狭いバンドの発光スペクトルを生じる。硫化亜鉛をＥＬ層に用い
る理由は、一方で、比較的多数の利用可能な硫化亜鉛ＥＬ顔料による。同時に、スペクト
ルの重力の中心は、それぞれの放射光の色を決定する。ＥＬエレメントの発光色は、多数
の可能な手段によって所望の色味（ｃｏｌｏｒ　ｉｍｐｒｅｓｓｉｏｎ）に合わされる。
これらの手段としては、発光顔料のドーピングおよび共ドーピング、２種類以上のＥＬ顔
料の混合、１種類以上の有機および／または無機の変色および／または色選別（ｃｏｌｏ
ｕｒ－ｆｉｌｔｅｒｉｎｇ）顔料の添加、ＥＬ顔料の有機および／または無機の変色およ
び／または色識別物質でのコーティング、発光顔料が所望されるポリマーマトリックスへ
の着色剤の混合、並びに変色および／または色選別層またはフィルムのＥＬエレメントの
構造体への組み込みが挙げられる。標準的には５０ボルトよりも高く２００ボルト以下で
ある好適に高い交流電圧および５０Ｈｚよりも高く数ｋＨｚ以下、標準的には４００Ｈｚ
～２ｋＨｚ、の周波数を適用すると、一般的に、用いられる硫化亜鉛顔料のドーピングお
よび共ドーピングに依存して、比較的広いバンドの発光スペクトルが得られる。
【０００６】
　生じる発光が見えるように、少なくとも１つのフラット（平面）電極が好ましくはほぼ
透明にデザインされる。
【０００７】
　意図される使用および製造技術に依存して、導電性でかつほぼ透明なコーティングを有
するガラス基材またはポリマーフィルムがこの目的に使用されうる。特別な態様において
、ＥＬコンデンサ構造体もまたフロント透明電極として薄い層だけがプリントされるかも
しくはナイフコートされるか、またはローラーコーティング法、カーテンキャスティング
法もしくはスプレー法によって塗布するように基材に配置されうる。原則として、両方の
フラット電極はほぼ透明にされてもよく、このようにして、両側に光放射を示す半透明Ｅ
Ｌエレメントが形成される。
【０００８】
　エレクトロルミネッセントアレンジメントは、例えば、乗物用自己発光ナンバープレー
トの分野において使用される。
【０００９】
　自己発光ナンバープレート（「ＳＬＮ」と略書する；「自己発光識別標識」や「自己発
光識別プレート」ともいう。）は、暗闇において読めるように外部光源によって照らす必
要がなく、それ自体が光を発する乗物識別標識である。
【００１０】
　現在、市販の２つの異なるタイプの自己発光ナンバープレートが存在する：
　・１つのタイプの自己発光ナンバープレートでは、後ろに白色ＬＥＤが配置されている
半透明白色反射プラスチックプレートをエンボスすることによって文字が製造される。３
Ｍ（登録商標）社によって開発されたこのシステムに関して、一般モデルおよび設計承認
（ＡＢＧ）がドイツ連邦道路庁によって２００６年７月１０日に認められた。
　・第２のタイプの自己発光ナンバープレートでは、透明フィルムに文字がプリントされ
、次にこれがエレクトロルミネッセントフィルムに接着される。このエレクトロルミネッ
セントフィルムは、このフィルムに電圧が印加されると光を発する。この原理によるナン
バープレートも同様にドイツ連邦道路庁によって認可されている（２００７年２月２７日
のＡＢＧ　Ｋ５５）。
【００１１】
　類似のエレクトロルミネッセントシステムもまた先行プリンティング技術で知られてい
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る。
【００１２】
　例えば、ＷＯ　０３／０６４２１０　Ａ１には、導電性材料からなるかまたは導電性コ
ーティングを備えて直接第１電極を形成するかまたは別の層を通じて第１電極を形成する
基体を有するプレート、特に乗物用識別プレートまたはナンバープレート、が記載されて
いる。エレクトロルミネッセント着色を含むコーティングをこの基体または導電性コーテ
ィングに適用し、次に、この着色コーティングを導電性透明層で被覆して第２電極を形成
する。基体またはエレクトロルミネッセント層を有する基体と第２電極形成用導電性透明
層とは、成形、特にエンボスされうる。
【００１３】
　ＥＰ　１　４６３　６５４　Ａ１には、プレート、特に乗物識別プレート、が記述され
ており、これは、可塑的に変形可能な材料、例えば金属、でできた支持体およびエレクト
ロルミネッセント層構造体を備えて少なくとも１つのフラットコンデンサを形成する。エ
レクトロルミネッセント層構造体は、ベース電極、絶縁層、作動中に発光する顔料層、お
よび透明カバー電極を有する。別の絶縁層が支持体に適用されており、この絶縁層上にベ
ース電極と少なくとも１つの電力供給導線とを電気的に分離して形成する導電層が少なく
とも１つのフラットコンデンサのカバー電極用に配置されている。この別の絶縁層は、ま
ずはじめに支持体の反対側が導電性材料で連続的にコーティングされているプラスチック
フィルムであり、前記絶縁層は支持体を通り越えて突出するブラケットを有し、その上に
ベース電極と電力供給導線の接触に必要な接続導線が形成されている。
【００１４】
　ＥＰ　０　９７８　２２０　Ａには、ＥＬ厚フィルムエレメントを有するプラスチック
成形物品が記述されており、ここで、このＥＬ厚フィルムエレメントは三次元成形されて
おり、背面にフィルムの軟化点よりも低い操作温度において熱可塑性材料がスプレーされ
、このようにして三次元自己発光成形物品が製造されている。
【００１５】
　先の優先日のドイツ国特許出願であって、先に公開されていない、“３Ｄ－ＥＬ－ＨＤ
ＶＦ　ｅｌｅｍｅｎｔ　ａｎｄ　ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ａｎｄ　ｕｓ
ｅ”とタイトルが付けられたＤＥ　１０　２００６　０３１　３１５には、軟化点未満で
常温延伸可能な少なくとも１つのグラフィカルに形成されたプラスチックフィルムおよび
少なくとも１つの保護フィルムエレメントからなる、３次元成形され、かつ、グラフィカ
ルに形成されたプラスチックフィルムエレメントの製造方法であって、様々な常温延伸可
能なグラフィカルプリンティングを有する、元々フラットであり、かつ、常温延伸可能な
フィルムを少なくとも１つの保護フィルムと共に静水圧高圧成形ツールに移動させ、プラ
スチックフィルムの軟化点未満の処理温度において応力白化が起こらない方法で流体圧縮
剤（ｆｌｕｉｄ　ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ　ａｇｅｎｔ）を用いて２０ｂａｒよりも高い
圧力において３次元成形し、同時にラミネートし、次に、エッジに沿って切断する、プラ
スチックフィルムエレメントの製造方法が記述されている。加えて、グラフィカルプリン
ティングは、無機プリントエレクトロルミネッセント層の順序のように機能特性を伴って
提供される。
【００１６】
　これらの先行技術で知られているエレクトロルミネッセント効果を有する識別標識は、
未だ多くの点で欠点を有する。
【００１７】
　従って、先行技術で知られているエレクトロルミネッセント効果を有する識別標識は、
全て、単純、安全、かつ容易に適用可能な識別標識の、例えば乗物の電気回路との接触が
可能でないという欠点を有する。例えば、上記ＥＰ　１　４６３　６５４　Ａに記述され
、ブラケットとしてデザインされている接触デバイスは、製造が複雑である。加えて、こ
のブラケットは、更なる処理、特にラミネーション、を妨げる。費用対効果の高いロール
ツーロールラミネーションプロセスは、この実施形態において行うことが困難である。な
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ぜなら、このプロセスにおいて、ブラケットは、２つのエンドレス支持体の間の接触領域
に配置され、かつ、後に複雑な手順において機械で外されなければならないからである。
更に、ブラケットの暴露は、水分に対する拡散バリアの提供を必要とする。なぜなら、発
光団が水分に対して敏感であり、かつ、導体部分が水分の作用下で電食を被るからである
。
【００１８】
　更に、エレクトロルミネッセント効果を有する対応識別標識は、しばしば、例えば乗物
用識別標識のエンボスにおいて、３次元成型される。結果として導電性コーティングは、
特に電極において、破損および破断しうる。これらの破損は、導電性が電極全体にわたっ
て保証されないことを意味する。
【００１９】
　これはさておき、対応エレクトロルミネッセントエレメントの常温加工特性（成形性）
は、一般的に、常に十分に達成されるわけではない。
【００２０】
　先行技術で知られているエレクトロルミネッセント効果を有する自動車識別標識では、
加えて、基材への結合が十分に達成されない。従って、先行技術で知られているシステム
におけるエレクトロルミネッセントアレンジメントと基材との間の対応遷移（ｔｒａｎｓ
ｉｔｉｏｎｓ）は十分に安定でなく、また、十分に耐久性がない。更に、遷移は十分な成
形特性を示さない。遷移は、もちろん、特にエレクトロルミネッセント効果を有する自動
車識別標識をエンボスする場合に重要である。例えば、自動車識別標識をエンボスする場
合、一般的に、高さ２ｍｍの２つの角度９０°のエンボスが必要である。加えて、当業者
に知られているエレクトロルミネッセント特性を有する自動車識別標識の反射特性を改良
する必要もある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２１】
　従って、本発明は、上記タイプのエレクトロルミネッセントアレンジメントを様々な観
点において、特に上で重要と見なした分野において、改良する目的に関する。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　この目的は、本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントによって達成され
る。
【００２３】
　本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントは、下記機能性層を備えること
を特徴とする：
　（ａ）構成材料ＢＥとしての背面電極；
　（ｂ）構成材料ＢＤとしての誘電層；
　（ｃ）構成材料ＢＣとしてのエレクトロルミネッセント層；および
　（ｄ）構成材料ＢＡとしてのカバー電極（＝正面電極）。
【００２４】
　本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントは、概して、無機厚フィルムＡ
Ｃシステムベースであり、これは、例えば常套のフラットベッドおよび／またはシリンダ
ーシルクスクリーンプリントマシーンを使用して製造されうる。従って、本発明によるエ
レクトロルミネッセントアレンジメントの製造は、常套の入手可能な装置を使用する単純
な方法で可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】識別英数字「ＢＭＳ－１２３」を有する自己発光自動車識別標識の平面図である
。
【図２】本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントの３次元層構造体を示す
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図である。
【図３】図１の自己発光自動車識別標識のセクションＡ／Ｂを示す図である。
【図４】図３に示すセクションＣの詳細図である。
【図５】本発明による自動車識別標識の接触の変形を示す図である。
【図６】図５に示されるセクションＡを示す図である。
【図７】図５に示されるセクションＢを示す図である。
【図８】図５に示されるセクションＢの別の形態を示す図である。
【図９】識別英数字「ＢＭＳ－１２３」を有する自己発光自動車識別標識の平面図である
。
【図１０】自己発光識別標識の平面図である。
【図１１】自己発光識別標識の平面図である。
【００２６】
　本発明によるエレクトロルミネッセントエレメントの構造アレンジメントを下記により
詳細に記述する。
【００２７】
　本発明によるエレクトロルミネッセントエレメントは、層ＢＣとしての少なくとも１つ
のＥＬ層を備える。層ＢＣは、エレクトロルミネッセント効果を有するいくつかの層から
形成されていてもよい。この少なくとも１つのエレクトロルミネッセント層（構成材料Ｂ
Ｃ）は、概して、カバー電極（構成材料ＢＡ）と誘電層（構成材料ＢＤ）との間に配置さ
れる。この関連で、エレクトロルミネッセント層が、誘電層（構成材料ＢＤ）に直接隣接
して配置されるかまたは任意に１以上の別の層が誘電層（構成材料ＢＤ）とエレクトロル
ミネッセント層（構成材料ＢＣ）との間に配置される。好ましくは、エレクトロルミネッ
セント層（構成材料ＢＣ）は、誘電層（構成材料ＢＤ）に直接隣接して配置される。
【００２８】
　本発明の別の態様において、少なくとも１つのエレクトロルミネッセント層（構成材料
ＢＣ）が、概して、背面電極（構成材料ＢＡ）と誘電層（構成材料ＢＤ）との間に配置さ
れる。この関連で、エレクトロルミネッセント層が、誘電層（構成材料ＢＤ）に直接隣接
して配置されるかまたは任意に１以上の別の層が誘電層（構成材料ＢＤ）とエレクトロル
ミネッセント層（構成材料ＢＣ）との間に配置される。好ましくは、エレクトロルミネッ
セント層（構成材料ＢＣ）が誘電層（構成材料ＢＤ）に直接隣接して配置される。
【００２９】
　更に、本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントにおいて、エレクトロル
ミネッセント層が、互いに隣り合って配置され、かつ、異なるエレクトロルミネッセント
燐光顔料を有する２以上のエレクトロルミネッセント層エレメントからなってエレクトロ
ルミネッセントアレンジメントにおいて異なる色を生じることが可能であることが可能で
ある。
【００３０】
　別の形態（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）では、エレクトロルミネッセント表面の部分
領域は、要すれば、例えばその組成に関して、異なって形成されてもよく、かつ、要すれ
ば互いに別々に作動してもよい。このようにして、異なる発光色が生じられ得る。
【００３１】
　本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントの構造体：
　本発明の第１の特に好ましい態様において、エレクトルミネッセントアレンジメントは
、以下の層からなる（標準構造体）：
　ａ）少なくとも部分的に透明な基材、構成材料Ａ、
　ｂ）基材に適用され、かつ、下記構成材料を含む少なくとも１つのエレクトロルミネッ
セントアレンジメント、構成材料Ｂ、
　　ｂａ）正面電極としての少なくとも部分的に透明な電極、構成材料ＢＡ、
　　ｂｂ）任意の絶縁層、構成材料ＢＢ、
　　ｂｃ）電場によって励起可能な少なくとも１種類の発光顔料（エレクトロルミノファ
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ー、Ｅｌ燐光体）を含む層（エレクトロルミネッセント層または顔料層という。）、構成
材料ＢＣ、
　　ｂｄ）任意の絶縁層、構成材料ＢＤ、
　　ｂｅ）背面電極（これは少なくとも部分的に透明であってもよい。）、構成材料ＢＥ
、
　　ｂｆ）構成材料ＢＡと構成材料ＢＥの両方との電気接触用の１以上の伝導性トラック
（ｃｏｎｄｕｃｔｉｎｇ　ｔｒａｃｋ）、構成材料ＢＦ。伝導性トラックは、電極ＢＡと
ＢＥの前に適用されても、後に適用されても、間に適用されてもよく、好ましくは１つの
加工工程において適用される。伝導性トラックは、銀母線（ｓｉｌｖｅｒ　ｂｕｓ）の形
態で適用されてもよく、好ましくは銀ペーストから作られ、場合によっては更にグラファ
イト層が銀母線の適用前に適用されてもよい
　ｃ）保護層、構成材料ＣＡ、またはフィルム、構成材料ＣＢ。
【００３２】
　絶縁層ＢＢとＢＤは、透明性がなくても（ｎｏｎ－ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ）、不透明
であっても透明であってもよく、この関連で、２つの絶縁層が存在する場合、これらの層
の少なくとも１つは少なくとも部分的に透明でなければならない。
【００３３】
　更に、１以上の少なくとも部分的に透明なグラフィカルに形成された層は、基材Ａの外
に配置されかつ／または基材Ａとエレクトロルミネッセントアレンジメントとの間に配置
されうる。
【００３４】
　更に、基材の１つの任意の側または両側並びに基材それ自体に紫外線遮断物質を適用し
、かつ／または組み込んでもよい。このようにして、発光団の使用期間は大きく伸ばされ
、特に有機変換顔料（ｏｒｇａｎｉｃ　ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎ　ｐｉｇｍｅｎｔ）の退色
や色褪せがそれによって劇的に鈍化する。
【００３５】
　上記層（構成材料Ａ、ＢおよびＣ）を別とすると、本発明によるエレクトロルミネッセ
ントエレメント（常套の構造体）は、１以上の反射層を備えうる。反射層は、特に下記の
ように配置されうる：
　－構成材料Ａの外側、
　－構成材料Ａと構成材料ＢＡとの間、
　－構成材料ＢＡと構成材料ＢＢとの間、または構成材料ＢＢがない場合、構成材料ＢＡ
とＢＣとの間、
　－構成材料ＢＤと構成材料ＢＥとの間、
　－構成材料ＢＥと構成材料ＢＦとの間、
　－構成材料ＢＦと構成材料ＣＡまたはＣＢとの間、
　－構成材料ＣＡまたはＣＢの外側。
【００３６】
　好ましくは、存在する場合、反射層は構成材料ＢＣとＢＤとの間に配置されるか、また
は、構成材料ＢＤがない場合、ＢＣとＢＥとの間に配置される。
【００３７】
　反射層は、好ましくはガラス球、特に中空ガラス球、を含む。ガラス球の直径は、広い
範囲で変わりうる。例えば、それらのサイズｄ５０は、概して５μｍ～３ｍｍ、好ましく
は１０～２００μｍ、特に好ましくは２０～１００μｍである。中空ガラス球は、好まし
くはバインダーに埋め込まれている。加えて、反射層は、金属粒子を含みうる。この態様
において、反射層は、好ましくは、構成材料Ａの外側および／または構成材料Ａと構成材
料ＢＡとの間に配置される。
【００３８】
　本発明の別の態様において、エレクトロルミネッセントエレメントは、以下の層からな
る（リバース層構造体）：
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　ａ）少なくとも部分的に透明な基材、構成材料Ａ、
　ｂ）基材に適用され、かつ、下記構成材料を含む少なくとも１つのエレクトロルミネッ
セントアレンジメント、構成材料Ｂ、
　　ｂｅ）少なくとも部分的に透明であってもよい背面電極、構成材料ＢＥ、
　　ｂｂ）任意の絶縁層、構成材料ＢＢ、
　　ｂｃ）電場によって励起される少なくとも１つの発光顔料（エレクトロルミノファー
）を含む層（エレクトロルミネッセント層や顔料層という。）、構成材料ＢＣ、
　　ｂｄ）任意の絶縁層、構成材料ＢＤ、
　　ｂａ）正面電極としての少なくとも部分的に透明な電極、構成材料ＢＡ、
　　ｂｆ）構成材料ＢＡ並びに構成材料ＢＥの電気接触用の１以上の伝導性トラック、構
成材料ＢＦ。伝導性トラックは、電極ＢＡとＢＥの前に適用されても、後に適用されても
、間に適用されてもよく、好ましくは伝導性トラックは１つの加工工程において適用され
る。伝導性トラックは銀母線の形態で適用され、好ましくは銀ペーストから製造されうる
。更に、場合によっては、グラファイト層を銀母線の適用前に適用してもよい
　ｃ）少なくとも部分的に透明な保護層、構成材料ＣＡおよび／またはフィルム、構成材
料ＣＢ。
【００３９】
　更に、１以上の少なくとも部分的に透明なグラフィカルに形成された層を透明保護層Ｃ
上に、かつ／または透明保護層ＣとＥＬアレンジメントとの間に配置してもよい。特に、
グラフィカルに形成された層は、保護層の機能を引き継ぐ。
【００４０】
　上記層（構成材料Ａ、ＢおよびＣ）に加えて、本発明によるリバース層構造体を有する
エレクトロルミネッセントエレメントは、１以上の反射層を含んでもよい。反射層は、特
に下記のように配置されうる：
　－構成材料Ａの外側、
　－構成材料Ａと構成材料ＢＥとの間、
　－構成材料ＢＥと構成材料ＢＢとの間、
　－構成材料ＢＢと構成材料ＢＣとの間、
　－構成材料ＢＣと構成材料ＢＤとの間、
　－構成材料ＢＤと構成材料ＢＡとの間、
　－構成材料ＢＡと構成材料ＢＦとの間、
　－構成材料ＢＦと構成材料ＣＡまたはＣＢとの間、
　－構成材料ＣＡまたはＣＢの上。
【００４１】
　好ましくは、存在する場合、反射層は、構成材料ＢＣと構成材料ＢＢとの間、構成材料
ＢＢが存在しない場合、構成材料ＢＣと構成材料ＢＥとの間に配置される。更に、保護層
は、金属粒子を含んでもよい。この態様において、反射層は、好ましくは構成材料Ａの外
側および／または構成材料Ａと構成材料ＢＥとの間に配置される。
【００４２】
　特に明記しない限り、当業者には、常套の構造に関して言及されている特定の態様およ
び特徴がリバース層構造体および二重側面構造体に適切であるとして当てはまることが明
白である。
【００４３】
　１以上の絶縁層ＢＢおよび／またはＢＤは、常套の構造体においてもリバース構造体に
おいても、特に構成材料ＢＣが２つの電極、すなわち構成材料ＢＡとＢＥと、の間の短絡
を妨げる厚さを有する場合、省かれうる。
【００４４】
　本発明によるＥＬアレンジメントの個々の機能層を以下により詳細に説明する。
【００４５】
　（１）エレクトロルミネッセント層
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　本発明によるＥＬエレメントは、少なくとも１つのＥＬ層、構成材料ＢＣ、を含む。こ
の少なくとも１つのＥＬ層は、第１の部分的に透明な電極の内部表面全体または第１の少
なくとも部分的に透明な電極の１以上の部分表面に配置されうる。ＥＬ層がいくつかの部
分表面に配置される場合、これらの部分表面は、概して、相互間隔が０．５～１０．０ｍ
ｍ、好ましくは１～５ｍｍである。
【００４６】
　ＥＬ層は、概して、ＥＬ顔料が中に均質に分散されているバインダーマトリックスで構
成される。バインダーマトリックスは、一般的に、電極層への（または任意に適用されて
もよい誘電層への）良好な接着が得られるように選択される。好ましい形態において、Ｐ
ＶＢ（ポリビニルブチラール）またはＰＵ（ポリウレタン）ベースのシステムがこの関連
でバインダーシステムに使用される。ＥＬ顔料に加えて、任意に別の添加剤、例えば色変
換有機および／または無機システム、日中および夜間の照明効果用着色添加剤および／ま
たは反射および／もしくは光吸収効果顔料、例えばアルミニウムフレーク、ガラスフレー
クまたはマイカプレートレット、がバインダーマトリックスに存在してもよい。
【００４７】
　好ましくは、この少なくとも１つのＥＬ層ＢＣは、交流電流厚フィルムパウダーエレク
トロルミネッセント（ＡＣ－Ｐ－ＥＬ）発光構造体である。
【００４８】
　概して、エレクトロルミネッセント層の総質量におけるエレクトロルミネッセント顔料
の割合（充填度）は、２０～７５ｗｔ．％、好ましくは５０～７０ｗｔ．％である。
【００４９】
　エレクトロルミネッセント層において使用されるエレクトロルミネッセント顔料の厚さ
は、概して、１～５０μｍ、好ましくは５～２５μｍである。
【００５０】
　厚フィルムＡＣ－ＥＬシステムは１９４７年のＤｅｓｔｒｉａｕ以来よく知られており
、概してスクリーンプリンティングによってＩＴＯ－ＰＥＴフィルムに適用される。硫化
亜鉛エレクトロルミノファーが操作中、特に高温かつ水蒸気雰囲気において、非常に高い
分解をするので、最近は、概して、マイクロカプセル化ＥＬ顔料が長寿命厚フィルムＡＣ
－ＥＬランプ構造体に使用される。しかしながら、本発明によるＥＬエレメントにおいて
、下で更に議論するように、非マイクロカプセル化顔料を使用することも可能である。
【００５１】
　本発明との関連で、ＥＬエレメントは、標準的に１００ボルトかつ４００Ｈｚの交流電
圧によって作動され、このようにして数ｃｄ／ｍ２～数百ｃｄ／ｍ２かそれよりも多い、
いわゆる冷光を放出する厚フィルムＥＬシステムを意味すると理解される。一般的に、Ｅ
Ｌスクリーンプリンティングペーストがそのような無機厚フィルム交流電圧ＥＬエレメン
トにおいて使用される。
【００５２】
　そのようなＥＬスクリーンプリンティングペーストは、概して、無機物質ベースで配合
される。好適な物質は、例えば元素の周期表の第ＩＩ族および第ＩＶ族の高純度ＺｎＳ、
ＣｄＳ、ＺｎｘＣｄ１－ｘＳ化合物であり、ＺｎＳが特に好ましく使用される。上記物質
はドープされるかまたは活性化および要すれば更に共活性化（ｃｏ－ａｃｔｉｖａｔｅ）
されうる。例えば、銅および／またはマンガンがドーピングに使用される。共活性化は、
例えば、塩素、臭素、ヨウ素およびアルミニウムを用いて行われる。上記物質におけるア
ルカリ金属および希土類金属の含量は、これらが存在する場合、概して非常に低い。最も
特に好ましくは、ＺｎＳが使用され、これは、好ましくは銅および／またはマンガンを用
いてドープされるかまたは活性化され、好ましくは塩素、臭素、ヨウ素および／またはア
ルミニウムを用いて共活性化される。
【００５３】
　標準のＥＬ放出光は、黄色、橙色、緑色、緑青色、青緑色および白色であり、放出光白
色または赤色は、好適なＥＬ燐光体（顔料）の混合物によってまたは色変換によって得ら
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れることができる。色変換は、概して、変換層の形態で、かつ／またはスクリーンプリン
ティングインクの高分子バインダー中のもしくはＥＬ顔料が組み込まれる高分子マトリッ
クス中の適切な染料および顔料の混合物によって行われる。
【００５４】
　本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントを乗物用識別標識において使用
する場合、エレクトロルミネッセントアレンジメントが白色を放出することが好ましい。
【００５５】
　本発明の別の態様において、ＥＬ層の製造に使用されるスクリーンプリンティングマト
リックスは、グレージング、カラーフィルタリングまたは色変換染料および／または顔料
と共に提供される。発光色白色または日中／夜間照明効果は、このようにして得られる。
別の態様において、顔料は、４２０～４８０ｎｍの青色波長領域に発光を有し、かつ、色
変換マイクロカプセル化を伴って提供されるＥＬ層において使用される。白色は、このよ
うにして放出されうる。
【００５６】
　一態様において、ＥＬ層における顔料として４２０～４８０ｎｍの青色波長領域に発光
を有するＡＣ－Ｐ－ＥＬ顔料が使用される。加えて、ＡＣ－Ｐ－ＥＬスクリーンプリンテ
ィングマトリックスは、好ましくは、ユーロピウム（ＩＩ）活性化アルカリ土類オルトシ
リケート発光顔料、例えば（Ｂａ，Ｓｒ，Ｃａ）２ＳｉＯ４：Ｅｕ２＋、またはＹＡＧ発
光顔料、例えばＹ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ３＋またはＴｂ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ３＋または
Ｓｒ２ＧａＳ４：Ｅｕ２＋またはＳｒＳ：Ｅｕ２＋または（Ｙ，Ｌｕ，Ｇｄ，Ｔｂ）３（
Ａｌ，Ｓｃ，Ｇａ）５Ｏ１２：Ｃｅ３＋または（Ｚｎ，Ｃａ，Ｓｒ）（Ｓ，Ｓｅ）：Ｅｕ
２＋ベースの波長変換無機微細粒子を含む。白色発光は更にこのようにしても達成されう
る。
【００５７】
　先行技術に対応して、上記ＥＬ顔料はマイクロカプセル化されてもよい。無機マイクロ
カプセル化技術の結果、良好な半減時間が達成されうる。Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ
　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　ＣｏｍｐａｎｉｅｓからのＥＬ用のＥＬスクリーンプリンテ
ィングシステムＬｕｘｐｒｉｎｔ（登録商標）を本明細書中で一例として挙げる。有機マ
イクロカプセル化技術および様々な熱可塑性フィルムベースのフィルム－ラップラミネー
トもまた原理的に好適であるが、しかしながら、高価であり、かつ、それほど使用期間を
伸ばさないことが証明された。
【００５８】
　好適な硫化亜鉛マイクロカプセル化ＥＬ発光顔料は、トウォンダのＯｓｒａｍ　Ｓｙｌ
ｖａｎｉａ，Ｉｎｃ．から商標名ＧｌａｃｉｅｒＧＬＯＴＭ　Ｓｔａｎｄａｒｄ，Ｈｉｇ
ｈ　Ｂｒｉｔｅ　ａｎｄ　Ｌｏｎｇ　Ｌｉｆｅのもとで、およびＤｕｒｅｌ　Ｄｉｖｉｓ
ｉｏｎ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｒｏｇｅｒｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから商標名１ＰＨＳ００
１（登録商標）Ｈｉｇｈ－Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｇｒｅｅｎ　Ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｅ
ｄ　ＥＬ　Ｐｈｏｓｐｈｏｒ、１ＰＨＳ００２（登録商標）Ｈｉｇｈ－Ｅｆｆｉｃｉｅｎ
ｃｙ　Ｂｌｕｅ－Ｇｒｅｅｎ　Ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｅｄ　ＥＬ　Ｐｈｏｓｐｈｏｒ、１
ＰＨＳ００３（登録商標）Ｌｏｎｇ－Ｌｉｆｅ　Ｂｌｕｅ　Ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｅｄ　
ＥＬ　Ｐｈｏｓｐｈｏｒ、１ＰＨＳ００４（登録商標）Ｌｏｎｇ－Ｌｉｆｅ　Ｏｒａｎｇ
ｅ　Ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｅｄ　ＥＬ　Ｐｈｏｓｐｈｏｒのもとで入手可能である。
【００５９】
　ＥＬ層中の好適なマイクロカプセル化顔料の平均粒径は、概して、１５～６０μｍ、好
ましくは２０～３５μｍである。
【００６０】
　非マイクロカプセル化微粒ＥＬ顔料であって、好ましくは使用期間が長いもの、もまた
、既に言及したように、本発明によるＥＬエレメントのＥＬ層において使用されうる。好
適な非マイクロカプセル化微粒硫化亜鉛エレクトロルミネッセント発光団は、例えば、Ｕ
Ｓ　６，２４８，２６１およびＷＯ　０１／３４７２３に開示されている。これらは、好
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ましくは立方晶結晶格子構造を有する。非マイクロカプセル化顔料の平均粒径は、好まし
くは、１～３０μｍ、特に好ましくは２～１５μｍ、最も特に好ましくは５～１０μｍで
ある。
【００６１】
　特に、顔料寸法が１０μｍ未満の、より小さい非マイクロカプセル化ＥＬ顔料も使用さ
れうる。
【００６２】
　従って、好ましくは、顔料、好ましくはＺｎＳ顔料の特別な吸湿特性を考慮すると、非
カプセル化顔料が本発明による好適なスクリーンプリンティングインクと混合されうる。
この関連で、概して、一方でいわゆるＩＴＯ層（インジウム錫酸化物層）または本質的に
伝導性の高分子透明層に対して良好な接着を有し、他方で、良好な絶縁効果を有し、誘電
性を強化し、かつ、それによって高い電場強度における絶縁破壊強さの改良をもたらし、
加えて、硬化状態において良好な水蒸気バリア効果を示し、かつ、更にＥＬ顔料を保護し
、かつ、使用期間を長くするバインダーが使用される。
【００６３】
　本発明の一態様において、マイクロカプセル化されていない顔料がＡＣ－Ｐ－ＥＬ発光
層において使用される。
【００６４】
　エレクトロルミネッセント層における好適な顔料の半減時間、すなわち、本発明による
エレクトロルミネッセントエレメントの初期の明るさが半分に低下する時間、は概して１
００ボルトおよび８０ボルトかつ４００Ｈｚにおいて、４００時間～５，０００時間、特
に１，０００時間～３，５００時間である。
【００６５】
　明るさの値（ＥＬ発光）は、概して、１～２００ｃｄ／ｍ２、好ましくは３～１００ｃ
ｄ／ｍ２、特に好ましくは５～４０ｃｄ／ｍ２であり、大きな発光面積で、明るさの値は
好ましくは１～５０ｃｄ／ｍ２である。
【００６６】
　しかしながら、より長い半減時間またはより短い半減時間およびより高い明るさの値ま
たはより低い明るさの値を有する顔料もまた本発明によるＥＬエレメントのＥＬ層におい
て使用されうる。
【００６７】
　本発明の別の態様において、非電気的活性化発光構造体の場合にＥＬエレメントが少な
くとも部分的に透明であるかまたは透明性を確実にするように形成されるように、ＥＬ層
中に存在する顔料は、平均粒度が小さいか、またはＥＬ層における充填度が低いか、また
は個々のＥＬ層が幾何学的に非常に小さく形成されるか、または個々の層の間の間隔が非
常に大きく選択される。好適な顔料粒径、充填度、発光エレメントの寸法および発光エレ
メントの間の間隔にこれまで言及してきた。
【００６８】
　この層は、上記任意にドープされていてもよいＺｎＳ結晶、好ましくは上記のようにマ
イクロカプセル化されたＺｎＳ結晶、を、それぞれペーストの重量に対して、好ましくは
４０～９０ｗｔ．％、より好ましくは５０～８０ｗｔ．％、特に好ましくは５５～７０ｗ
ｔ．％の量で含む。１成分および好ましくは２成分のポリウレタンがバインダーとして使
用されうる。本発明によるとＢａｙｅｒ　ＭａｔｅｒｉａｌＳｃｉｅｎｃｅ　ＡＧ製の高
可撓性材料、例えばＤｅｓｍｏｐｈｅｎおよびＤｅｓｍｏｄｕｒ系のラッカー原料、好ま
しくはＤｅｓｍｏｐｈｅｎおよびＤｅｓｍｏｄｕｒ、またはＢＡＳＦ　ＡＧ製のＬｕｐｒ
ａｎａｔｅ、Ｌｕｐｒａｎｏｌ、ＰｌｕｒａｃｏｌもしくはＬｕｐｒａｐｈｅｎ系のラッ
カー原料が好ましい。溶媒として、エトキシプロピルアセテート、酢酸エチル、酢酸ブチ
ル、メトキシプロピルアセテート、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケ
トン、シクロヘキサノン、トルエン、キシレン、溶媒ナフサ１００またはこれらの溶媒２
種類以上の任意の混合物が、それぞれペーストの総量に対して、好ましくは１～５０ｗｔ
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る。更に、他の高可撓性バインダー、例えば、ＰＭＭＡ、ＰＶＡベースのバインダー、特
にＫｕｒａｒａｙ　Ｅｕｒｏｐｅ　ＧｍｂＨ（現Ｋｕｒａｒａｙ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｉｅ
ｓ）製のモヴィオール（ｍｏｗｉｏｌ）およびポバール（ｐｏｖａｌ）またはＷａｃｋｅ
ｒ　ＡＧ製のポリビオール（ｐｏｌｙｖｉｏｌ）、またはＰＶＢ、特にＫｕｒａｒａｙ　
Ｅｕｒｏｐｅ　ＧｍｂＨ製のモヴィタール（ｍｏｗｉｔａｌ）（Ｂ　２０　Ｈ、Ｂ　３０
　Ｔ、Ｂ　３０　Ｈ、Ｂ　３０　ＨＨ、Ｂ　４５　Ｈ、Ｂ　６０　Ｔ、Ｂ　６０　Ｈ、Ｂ
　６０　ＨＨ、Ｂ　７５　Ｈ）、またはＷａｃｋｅｒ　ＡＧ製のピオロフォーム（ｐｉｏ
ｌｏｆｏｒｍ）、特にピオロフォーム　ＢＲ１８、ＢＭ１８またはＢＴ１８が使用されう
る。高分子バインダー、例えばＰＶＢ、を使用する場合、溶媒、例えばメタノール、エタ
ノール、プロパノール、イソプロパノール、ジアセトンアルコール、ベンジルアルコール
、１－メトキシプロパノール－２、ブチルグリコール、メトキシブタノール、ダウアノー
ル（ｄｏｗａｎｏｌ）、メトキシプロピルアセテート、酢酸メチル、酢酸エチル、酢酸ブ
チル、ブトキシル、グリコール酸ｎ－ブチルエステル、アセトン、メチルエチルケトン、
メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノン、トルエン、キシレン、ヘキサン、シクロヘ
キサン、ヘプタン、並びに上記溶媒の２種類以上の混合物もまたペーストの総重量に対し
て１～３０ｗｔ．％、好ましくは２～２０ｗｔ．％、特に好ましくは３～１０ｗｔ．％の
量で添加されうる。
【００６９】
　加えて、流動性および流れを改良するために添加剤０．１～２ｗｔ．％を含んでもよい
。流動性改良剤の例は、ブトキシル中の混合比４０：６０～６０：４０のＡｄｄｉｔｏｌ
　ＸＬ４８０である。追加の添加剤として、それぞれペーストの総重量に対して０．０１
～１０ｗｔ．％、好ましくは０．０５～５ｗｔ．％、特に好ましくは０．１～２ｗｔ．％
のレオロジー添加剤、例えばＢＹＫ　４１０、ＢＹＫ　４１１、ＢＹＫ　４３０、ＢＹＫ
　４３１またはこれらの任意の混合物、を含んでもよく、これはペースト中の顔料および
充填剤の沈降挙動を低減する。
【００７０】
　本発明による構成材料ＢＣとしてのＥＬ発光顔料層の製造に特に好ましいプリンティン
グペーストの配合物は以下のものを含む：
【００７１】

【００７２】
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【００７３】

【００７４】
　別の特に好ましい態様において、エレクトロルミネッセントアレンジメントにおけるエ
レクトロルミネッセント層は、緑色を発光するエレクトロルミネッセント燐光体およびエ
レクトロルミネッセント層中に均質に分散される色変換顔料ベースである。この目的に関
する好適な色変換顔料は、例えば、日本のシンロイヒ株式会社製の“ＥＬ　Ｃｏｌｏｒ　
Ｃｏｎｖｅｒｔｉｎｇ　Ｐｉｇｍｅｎｔｓ　ＦＡ－０００　Ｓｅｒｉｅｓ”である。白色
発光が得られるように色変換物質、例えばローダミン、を混合することもまた可能である
。エレクトロルミネッセントアレンジメントを乗物用識別プレートにおいて使用する場合
、白色領域のエレクトロルミネッセンス発光が特に好ましい。
【００７５】
　加えて、必要な成形／形成特性を有する全ての市販のＥＬペーストがＥＬ層の製造に使
用されうる。特に、Ｄｕｐｏｎｔ製のペーストシステム、特別にはＬｕｘｐｒｉｎｔ系の
ペーストシステムが好適である。
【００７６】
　電極
　本発明によるＥＬエレメントは、第１の少なくとも部分的に透明な正面電極ＢＡおよび
第２電極、背面電極ＢＥを備える。
【００７７】
　「少なくとも部分的に透明な」という表現は、本発明との関連で、一般的に６０％より
も多く、好ましくは７０％よりも多く、特に好ましくは８０％よりも多く、特別には９０
％よりも多くの透過率を有する材料で構成される電極を意味すると理解される。
【００７８】
　背面電極ＢＥは、必ずしも透明である必要はない。
【００７９】
　電極用の好適な導電性材料は、当業者に既知である。原則として、いくつかのタイプの
電極が交流電圧励起を示す厚フィルムＥＬエレメントの製造に利用可能である。これらと
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しては、一方でスパッタリングまたは蒸着によってプラスチックフィルムに適用されるイ
ンジウム錫酸化物電極（インジウム錫酸化物、ＩＴＯ）が挙げられる。それらは非常に薄
く（数百Å）、比較的低いシート抵抗（約６０～６００Ω）と組み合わされた高い透明度
の利点を有する。
【００８０】
　更に、ＩＴＯもしくはＡＴＯ（インジウム錫酸化物、アンチモン錫酸化物）を有するプ
リンティングペーストまたは本質的に伝導性の透明ポリマーペーストを使用して、それに
よってフラット電極をスクリーンプリンティングによって製造してもよい。厚さ約５～２
０μｍにおいて、そのような電極は、高いシート抵抗（５０ｋΩ以下）と共に比較的小さ
な透明度しか有さない。それらは、主として任意の所望の構造形態において適用され、実
際、構造化表面にも適用されうる。加えて、それらは、比較的良好なラミナビリティ（ｌ
ａｍｉｎａｂｉｌｉｔｙ）を有する。更に、非ＩＴＯスクリーンプリンティング層（用語
「非ＩＴＯ」は、インジウム錫酸化物（ＩＴＯ）ベースでない全てのスクリーンプリンテ
ィング層を含む。）、つまり、通常ナノスケールの導電性顔料を有する本質的に伝導性の
高分子層、例えばＤｕＰｏｎｔ製の名称７１６２Ｅまたは７１６４のＡＴＯプリンティン
グペースト、本質的に伝導性の高分子システム、例えばＡｇｆａ製のＯｒｇａｃｏｎ（登

録商標）システム、Ｈ．Ｃ．Ｓｔａｒｃｋ　ＧｍｂＨ製のＢａｙｔｒｏｎ（登録商標）ポ
リ－（３，４－エチレンジオキシチオフェン）システム、Ｏｒｍｅｃｏｎシステムと呼ば
れる有機金属（ＰＥＤＴ伝導性ポリマーポリエチレン－ジオキシチオフェン）、Ｐａｎｉ
ｐｏｌ　ＯＹ製の伝導性コーティングまたはプリンティングペーストシステムを、任意に
高可撓性バインダー、例えばＰＵ（ポリウレタン）、ＰＭＭＡ（ポリメチルメタクリレー
ト）、ＰＶＡ（ポリビニルアルコール）、または変性ポリアニリンベースの高可撓性バイ
ンダーを伴って、使用してもよい。好ましくは、Ｈ．Ｃ．Ｓｔａｒｃｋ　ＧｍｂＨ製のＢ
ａｙｔｒｏｎ（登録商標）ポリ－（３，４－エチレンジオキシチオフェン）システムをエ
レクトロルミネッセントエレメントの少なくとも部分的に透明な電極の材料として使用す
る。導電性ポリマーフィルムの例は、金属酸化物充填剤を伴っていてもいなくてもよいポ
リアニリン、ポリチオフェン、ポリアセチレン、ポリピロール（Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ
　Ｃｏｎｄｕｃｔｉｎｇ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ，１９８６年）である。
【００８１】
　本発明によると、それぞれプリンティングペーストの総重量に対して、１０～９０ｗｔ
．％、好ましくは２０～８０ｗｔ．％、特に好ましくは３０～６５ｗｔ．％、のＣｌｅｖ
ｉｏｓ　Ｐ、Ｃｌｅｖｉｏｓ　ＰＨ、Ｃｌｅｖｉｏｓ　Ｐ　ＡＧ、Ｃｌｅｖｉｏｓ　Ｐ　
ＨＣＶ４、Ｃｌｅｖｉｏｓ　Ｐ　ＨＳ、Ｃｌｅｖｉｏｓ　ＰＨ　５００、Ｃｌｅｖｉｏｓ
　ＰＨ　５１０またはそれらの任意の混合物が、少なくとも部分的に透明な電極ＢＡの製
造用のプリンティングペーストの配合物に好ましく使用される。ジメチルスルホキシド（
ＤＭＳＯ）、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド、エチレン
グリコール、グリセロール、ソルビトール、メタノール、エタノール、イソプロパノール
、ｎ－プロパノール、アセトン、メチルエチルケトン、ジメチルアミノエタノール、水ま
たは上記化合物の２種、３種類もしくはそれ以上の混合物が溶媒として使用されうる。溶
媒の量は、プリンティングペーストにおいて幅広い範囲で変わる。例えば、本発明による
ペーストのある配合物は、溶媒５５～６０ｗｔ．％を含み、本発明による別の配合物にお
いては２種類以上の物質の溶媒混合物約３５～４５ｗｔ．％が使用される。更に、Ｓｉｌ
ｑｕｅｓｔ　Ａ１８７、Ｎｅｏ　Ｒｅｚ　Ｒ９８６、Ｄｙｎｏｌ　６０４および／または
これらの物質２種類以上の混合物を界面活性添加剤および結合活性剤として含んでもよい
。これらの物質の量は、０．１～５．０ｗｔ．％、好ましくは０．３～２．５ｗｔ．％で
ある（プリンティングペーストの総重量に対する。）。
【００８２】
　結合剤として、配合物は、例えば、Ｂａｙｄｅｒｍ　Ｆｉｎｉｓｈ　８５　ＵＤ、Ｂａ
ｙｈｙｄｒｏｌ　ＰＲ３４０／１、Ｂａｙｈｙｄｒｏｌ　ＰＲ１３５またはそれらの任意
の混合物を、好ましくは約０．５～１０ｗｔ．％、好ましくは３～５ｗｔ．％の量で含み
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うる。本発明によって使用されるポリウレタン分散体であって、層の乾燥後に伝導性層用
バインダーを形成する分散体は、好ましくは水性ポリウレタン分散体である。
【００８３】
　本発明によると、部分的に透明な電極ＢＡの製造用のプリンティングペーストの特に好
ましい配合物は以下のものを含む：
【００８４】

【００８５】

【００８６】
　部分的に透明な電極ＢＡ用に上記配合物から出発して、一例として、本明細書中で言及
した以下の使える状態の市販のプリンティングペーストを本発明によって完成配合物とし
て使用してもよい：Ａｇｆａ製のＯｒｇａｃｏｎ　ＥＬ－Ｐ１０００、ＥＬ－Ｐ３０００
、ＥＬ－Ｐ５０００またはＥＬ－Ｐ６０００系列、好ましくはＥＬ－Ｐ３０００およびＥ
Ｌ－Ｐ６０００系列（特に成形可能な使用用。）。
【００８７】
　これらの電極材料を、例えばスクリーンプリンティング、ナイフコーティング、スパッ
タリング、スプレーイングおよび／またはブラッシングによって対応キャリア材料（基材
）上に適用し、次に好ましくは低温、例えば８０～１２０℃において乾燥してもよい。
【００８８】
　更に、酸化錫（ＮＥＳＡ）ペーストを更に対応電極材料として使用してもよい。
【００８９】
　好ましい代わりの態様において、導電性コーティングの適用を、真空中でまたは熱分解
によって行う。
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【００９０】
　特に好ましくは、代わりの態様において、導電性コーティングは、真空中でまたは熱分
解によって製造される金属または金属酸化物の、薄く、かつ、十分に透明な層であって、
好ましくはシート抵抗が５ｍΩ～３，０００Ω／スクエア、特に好ましくはシート抵抗が
０．１～１，０００Ω／スクエア、最も特に好ましくは５～３０Ω／スクエアであり、か
つ、更に好ましい態様において、昼光透過率が少なくとも６０％よりも高く（６０～１０
０％）、特に７６％よりも高い（７６～１００％）。
【００９１】
　更に、導電性ガラスもまた電極として使用されうる。
【００９２】
　特に好ましいタイプの導電性高透明性ガラス、特にフロートガラス、は、高い表面硬度
を有し、かつ、表面電気抵抗が概して数ミリオームから３，０００Ω／スクエアまでの非
常に広い範囲で調節されうる熱分解によって製造される層である。
【００９３】
　そのような熱分解によってコートされるガラスは、容易に成形／形成され、かつ、良好
な耐引掻き性を有し、特にスクラッチは、導電性表面層の電気の遮断をもたらさず、概し
てシート抵抗のわずかな増加をもたらすだけである。
【００９４】
　更に、熱分解によって製造される伝導性表面層は、熱処理に起因して、次の材料適用に
おいてガラス基材に対する非常に高い接着が生成するように広範囲に拡散され、かつ、表
面に固定され、このことは同様に本発明に非常に有利である。加えて、そのようなコーテ
ィングは均質性が良好であり、従って、広い表面積全体にわたって表面抵抗のばらつきが
わずかである。この特性は、同様に本発明に有利である。
【００９５】
　導電性であり、かつ、透明性の高い薄層は、実質的により有効かつ費用対効果がよくガ
ラス基材上に製造され、これは高分子基材、例えばＰＥＴ、ＰＭＭＡまたはＰＣ、よりも
好ましく本発明に使用される。ガラスコーティングの場合、シートの電気抵抗は、同等の
透明度の高分子フィルムの電気抵抗よりも平均で１０倍有利であり、例えばＰＥＴフィル
ムにおける３０～１００Ω／スクエアと比較してガラス層の場合３～１０Ω／スクエアで
ある。
【００９６】
　背面電極構成材料ＢＥは、－少なくとも部分的に透明な電極の場合のように－フラット
電極であるが、透明であったり少なくとも部分的に透明であったりする必要がない。これ
は、概して、存在する場合、絶縁層に適用される。絶縁層が存在しない場合、背面電極は
、電場によって励起される少なくとも１種類の発光物質を含む層に適用される。代わりの
態様において、背面電極は基材Ａに適用される。
【００９７】
　背面電極は、概して、無機または有機物質ベースの導電性材料から、例えば金属、例え
ば銀、から形成され、好ましくは静水高圧形成プロセスを使用して本発明による３次元形
成シートエレメントを製造する場合にダメージを受けない材料が使用される。好適な電極
としては、更に、特に高分子導電性コーティングも挙げられる。この場合、少なくとも部
分的に透明な電極との関連で既に言及されているコーティングが使用されうる。
【００９８】
　更に、少なくとも部分的に透明でない当業者に既知の高分子導電性コーティングを用い
てもよい。
【００９９】
　背面電極用プリンティングペーストの配合物は、この関連で、部分的に透明な電極の配
合物と一致してもよい。
【０１００】
　しかしながら、この配合物とは異なって、本発明によって以下の配合物を背面電極に使
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【０１０１】
　それぞれプリンティングペーストの総重量に対して３０～９０ｗｔ．％、好ましくは４
０～８０ｗｔ．％、特に好ましくは５０～７０ｗｔ．％、の伝導性ポリマーＣｌｅｖｉｏ
ｓ　Ｐ、Ｃｌｅｖｉｏｓ　ＰＨ、Ｃｌｅｖｉｏｓ　Ｐ　ＡＧ、Ｃｌｅｖｉｏｓ　Ｐ　ＨＣ
Ｖ４、Ｃｌｅｖｉｏｓ　Ｐ　ＨＳ、Ｃｌｅｖｉｏｓ　ＰＨ、Ｃｌｅｖｉｏｓ　ＰＨ　５０
０、Ｃｌｅｖｉｏｓ　ＰＨ　５１０またはそれらの任意の混合物を背面電極製造用プリン
ティングペースト配合物に使用する。ジメチルスルホキシド（ＤＭＳＯ）、Ｎ，Ｎ－ジメ
チルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド、エチレングリコール、グリセロール
、ソルビトール、メタノール、エタノール、イソプロパノール、ｎ－プロパノール、アセ
トン、メチルエチルケトン、ジメチルアミノエタノール、水またはこれらの溶媒の２種類
、３種類もしくはそれ以上の混合物を溶媒として使用してもよい。使用される溶媒の量は
、広い範囲で変わりうる。従って、本発明によるペーストの１つの配合物は、溶媒５５～
６０ｗｔ．％を含み、本発明による別の配合物において、３種類の溶媒の溶媒混合物約４
０ｗｔ．％が使用される。更に、Ｓｉｌｑｕｅｓｔ　Ａ１８７、Ｎｅｏ　Ｒｅｚ　Ｒ９８
６、Ｄｙｎｏｌ　６０４またはこれらの物質の２種類以上の混合物が、界面活性添加剤お
よび結合活性剤として、好ましくは０．７～１．２ｗｔ．％の量で使用されうる。配合物
は、バインダーとして、例えばＵＤ－８５、Ｂａｙｈｙｄｒｏｌ　ＰＲ３４０／１、Ｂａ
ｙｈｙｄｒｏｌ　ＰＲ１３５またはそれらの任意の混合物を０．５～１．５ｗｔ．％含み
うる。
【０１０２】
　本発明による別の態様において、背面電極はグラファイトで充填されていてもよい。こ
れは、グラファイトを上記配合物に添加することによって達成されうる。上記背面電極用
配合物とは異なり、一例として本明細書中で既に言及した以下の使える状態の市販のプリ
ンティングペーストを本発明に従って使用してもよい：Ａｇｆａ製のＯｒｇａｃｏｎ　Ｅ
Ｌ－Ｐ１０００、ＥＬ－Ｐ３０００、ＥＬ－Ｐ５０００またはＥＬ－Ｐ６０００系列、好
ましくはＥＬ－Ｐ３０００およびＥＬ－Ｐ６０００系列（成形可能な使用用。）。この場
合、更にグラファイトを添加してもよい。
【０１０３】
　Ｏｒｇａｃｏｎ　ＥＬ－Ｐ４０００系列のプリンティングペースト、特にＯｒｇａｃｏ
ｎ　ＥＬ－Ｐ４０１０およびＥＬ－４０２０、もまた特に背面電極に使用されうる。両方
が任意の所望の比で互いに混合されてもよい。Ｏｒｇａｃｏｎ　ＥＬ－Ｐ４０１０および
ＥＬ－４０２０は既にグラファイトを含んでいる。
【０１０４】
　商業的にも得られるグラファイトペースト、例えばＡｃｈｅｓｏｎ製のグラファイトペ
ースト、特にＥｌｅｃｔｒｏｄａｇ　９６５　ＳＳまたはＥｌｅｃｔｒｏｄａｇ　６０１
７　ＳＳ、は背面電極としても使用されうる。
【０１０５】
　背面電極ＢＥの製造用の本発明によるプリンティングペーストの特に好ましい配合物は
、以下のものを含む：
【０１０６】
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【０１０７】

【０１０８】
　本発明との関連で、本質的に伝導性のポリマーを電極材料として使用することも可能で
ある。本質的に伝導性のポリマーから形成される対応電極のシート抵抗は、概して、１０
０～２０００Ω／スクエア、特に好ましくは２００～１５００Ω／スクエア、特に２００
～１０００Ω／スクエア、特別には３００～６００Ω／スクエアであるべきである。
【０１０９】
　加えて、上記導電性材料は、キャリア材料として形成される基材に適用されうる。金属
ホイル、金属層および熱可塑性樹脂フィルムが例えばキャリア材料として好適である。
【０１１０】
　背面電極は、－少なくとも部分的に透明なカバー電極の場合のように－フラット電極で
あるが、透明であったり少なくとも部分的に透明であったりする必要がない。この電極は
、概して、無機または有機ベースの導電性材料、例えば金属、例えば銀、で構成される。
好適な電極は、更に、特に高分子導電性コーティングである。この関連で、少なくとも部
分的に透明なカバー電極との関連で既に上で言及したコーティングを使用してもよい。加
えて、当業者に知られており、少なくとも部分的に透明でない高分子導電性コーティング
を使用してもよい。
【０１１１】
　従って、好適な背面電極の材料は、好ましくは金属、例えば銀、炭素、ＩＴＯシルクス
クリーンプリンティング層、ＡＴＯシルクスクリーンプリンティング層、非ＩＴＯシルク
スクリーンプリンティング層、言い換えると標準的にナノスケールの導電性顔料を含む本
質的に伝導性の高分子システム、例えばＤｕＰｏｎｔ製の参考識別（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ
　ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）７１６２Ｅまたは７１６４を有するＡＴＯシルクスク
リーンプリンティングペースト、本質的に伝導性のポリマーシステム、例えばＡｇｆａ製
のＯｒｇａｃｏｎ（登録商標）Ｓｙｓｔｅｍ、Ｈ．Ｃ．Ｓｔａｒｃｋ　ＧｍｂＨ製のＢａ
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ｙｔｒｏｎ（登録商標）ポリ－（３，４－エチレンジオキシチオフェン）システム、Ｏｒ
ｍｅｃｏｎと呼ばれる有機金属からのシステム（ＰＥＤＴ伝導性ポリマーポリエチレン－
ジオキシチオフェン）、Ｐａｎｉｐｏｌ　Ｏｙ製の導電性コーティングおよびプリンティ
ングインクシステムからなる群から選択され、かつ、任意に高可撓性バインダー、例えば
ＰＵ（ポリウレタン）、ＰＭＭＡ（ポリメチルメタクリレート）、ＰＶＡ（ポリビニルア
ルコール）または変性ポリアニリンベースのバインダー、を有していてもよく、導電性を
改良するために、これらの材料に、金属、例えば銀、または炭素が、添加されてもよく、
かつ／または、層として組み込まれてもよい。
【０１１２】
　更に、カバー電極ＢＡがナノ構造を有する粒子を含むことが可能である。
【０１１３】
　背面電極ＢＥがナノ構造を有する粒子を含むことも可能である。
【０１１４】
　第３の形態において、カバー電極ＢＡと背面電極ＢＥの両方がナノ構造を有する粒子を
含む。
【０１１５】
　本発明の範囲内で、用語「ナノ構造を有する粒子」は、シングルウォール・カーボンナ
ノチューブ（ＳＷＣＮＴ）、マルチウォール・カーボンナノチューブ（ＭＷＣＮＴ）、ナ
ノホーン、ナノディスク、ナノコーン（すなわち、円錐形ジャケットを有する構造体）、
金属ナノワイヤーおよび上記粒子の組み合わせからなる群から選択されるナノスケール材
料構造体を意味すると理解される。炭素ベースのナノ構造を有する対応粒子は、例えば、
カーボンナノチューブ（シングルウォールおよびマルチウォール）、カーボンナノファイ
バー（ヘリンボン、プレートレットタイプ、スクリュータイプ）などからなる。
【０１１６】
　これらのシングルウォール・カーボンナノチューブの製造は当業者に既知であり、先行
技術における対応プロセスが参照されうる。これらとしては、例えば、触媒化学気相蒸着
ＣＣＶＤが挙げられる。
【０１１７】
　これらの方法は、しばしば、直径、長さ、キラリティおよび電子特性に関して異なるフ
ラクション（ｆｒａｃｔｉｏｎｓ）を製造する。それらは、束の形態で生じ、しばしば無
定形炭素の部分と混合されている。ＳＷＣＮＴはこれらのフラクションから分離される。
【０１１８】
　これまでＳＷＣＮＴに関して知られている分離方法は、ジアゾニウム塩で処理された金
属ＳＷＣＮＴにおける電子移動効果ベース、誘電泳動ベース、半導体カーボンナノチュー
ブのオクタデシルアミンに対する特定の化学親和力ベース、および一本鎖ＤＮＡでカバー
されたカーボンナノチューブベースである。これらの方法の選択性は、更に、予め処理さ
れた分散体の激しい遠心分離およびイオン交換クロマトグラフィの使用によっても改良さ
れうる。本発明との関連で、好ましくは純粋なフラクションのシングルウォール・カーボ
ンナノチューブが使用される。すなわち、直径、長さ、キラリティおよび電子特性からな
る群から選択されるパラメータの観点から違いが５０％以下、特に好ましくは４０％以下
、特に３０％以下、特別には２０％以下、最も特別には１０％以下のシングルウォール・
カーボンナノチューブのフラクションが使用される。
【０１１９】
　金属ナノワイヤーに関しては、ＷＯ　２００７／０２２２２６　Ａ２参照。そこに開示
されているナノワイヤーに関する開示を参照することによって本発明に組み込む。ＷＯ　
２００７／０２２２２６　Ａ２に記述されている、高導電性であり、かつ、十分に透明な
銀ナノワイヤーが本発明に特に好適である。
【０１２０】
　ナノ構造を有する別の粒子の製造は当業者に既知であり、先行技術の関連書類に記述さ
れている。
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【０１２１】
　伝導性トラック、電極の接続
　発光コンデンサ構造体を有する大面積発光エレメントの場合、表面伝導性は、均一発光
密度に関して重要な役割を果たす。大面積発光エレメントの場合、特に比較的大きな電流
が流れる半導体ＬＥＰ（発光ポリマー）、ＰＬＥＤおよび／またはＯＬＥＤシステムで、
伝導性トラック、すなわち、構成材料ＢＦ、としていわゆる母線（ｂｕｓｂａｒ）がしば
しば使用される。この場合、非常に高導電性のトラックが交差によって形成される。この
ようにして、大きな表面積が、例えば、４つの小さなエリアに細分される。発光表面の中
間領域における電圧降下は、それによって大きく減少し、発光密度の均一性および発光領
域の中心における輝度の低下が小さくなる。
【０１２２】
　硫化亜鉛の場合、本発明による一態様において用いられる特定のＥＬ場、概して、１０
０ボルトよりも大きく、２００ボルト以下の交流電圧、が印加され、良好な誘電材料また
は良好な絶縁体が用いられる場合、非常に低い電流が流れる。従って、本発明によるＺｎ
Ｓ厚フィルムＡＣ－ＥＬエレメントの場合、電流負荷の問題は半導体ＬＥＰまたはＯＬＥ
Ｄシステムの場合よりも実質的に小さく、母線の使用は必要不可欠ではなく、代わりに、
母線を使用せずに大面積発光エレメントを取り付けていてもよい。
【０１２３】
　好ましくは、本発明によると、ＤＩＮ　Ａ３よりも小さな面積で銀母線が電極層ＢＡま
たはＢＥのエッジのみにプリントされる場合、十分であり、ＤＩＮ　Ａ３よりも大きな面
積では、本発明によると銀母線が少なくとも１つの追加の伝導性トラックを形成する場合
が好ましい。
【０１２４】
　電気接続は、例えば、錫、亜鉛、銀、パラジウム、アルミニウムおよび別の好適な伝導
性金属、またはそれらの組み合わせおよび混合物もしくは合金を含む導電性かつ加熱処理
可能な（ｓｔｏｖａｂｌｅ）ペーストを使用することによって製造されうる。
【０１２５】
　この関連で、導電性接触ストリップを、一般的に、スクリーンプリンティング、ブラシ
適用、インクジェット、ナイフコーティング、ローラー適用、スプレーイングによって、
またはディスペンサー適用もしくは当業者に既知の類似の適用方法によって、導電性かつ
少なくとも部分的に透明な薄いコーティングに適用し、次に、基材のエッジに沿って横方
向に標準的に適用されたストリップがハンダ、クランピングもしくはプラグイン接続によ
って効果的に導電的に接触するように、オーブンにおいて一般的に熱処理する。
【０１２６】
　非常に小さな電気出力しか導電性コーティングに引き起こされる必要がない場合、バネ
接触または炭素充填ゴムエレメントまたはいわゆるゼブラゴムストリップ（ｚｅｂｒａ　
ｒｕｂｂｅｒ　ｓｔｒｉｐｓ）が十分である。
【０１２７】
　銀、パラジウム、銅または金充填ポリマー接着剤ベースのペーストが伝導性接着剤ペー
ストとして好ましく使用される。例えばｚ方向に導電性接着剤を有する錫めっき銅ホイル
の、粘着性導電性ストリップも同様に接触圧によって適用されうる。
【０１２８】
　この場合、接着層は、一般的に、数Ｎ／ｃｍ２の表面圧力を加えることによって均一に
プレスされ、それによって、実施に依存して、０．０１３オーム／ｃｍ２（例えば、Ａ－
８４５１ハイムシューのＤ　＆　Ｍ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ社製の伝導性銅ホイル
テープＶＥ　１６９１）または０．００５オーム（例えば、米国テキサス州オースティン
の３Ｍ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ製のテープ１１８
３；ＭＩＬ－ＳＴＤ－２００　Ｍｅｔｈｏｄ　３０７に従って、５ｐｓｉ／３．４Ｎ／ｃ
ｍ２に維持して１平方インチの表面積にわたって測定。）または０．００１オーム（例え
ば、３Ｍ社製のテープ１３４５）または０．００３オーム（例えば、Ｈｏｌｌａｎｄ　Ｓ
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ｈｉｅｌｄｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　ＢＶ社製のテープ３２０２）の値が達成される。
【０１２９】
　しかしながら、接触は、当業者に既知のあらゆる常套の方法、例えばクリンピング（ｃ
ｒｉｍｐｉｎｇ）、プラグイン、クランピング、リベッティングまたはボルト締め／ねじ
止め（ｓｃｒｅｗｉｎｇ）、によって行われうる。
【０１３０】
　誘電層
　本発明によるＥＬエレメントは、好ましくは、少なくとも１つの誘電層（構成材料ＢＤ
）であって、背面電極（構成材料ＢＥ）とＥＬ層（構成材料ＢＣ）との間に提供される誘
電層を備える。
【０１３１】
　好適な誘電層は当業者に既知である。好適な層は、しばしば、高誘電作用パウダー、例
えばチタン酸バリウム、を含み、これは好ましくはフルオレン含有プラスチックまたはシ
アノベースの樹脂に分散されている。特に好適な粒子の例は、好ましくは１．０～２．０
μｍの範囲の、チタン酸バリウム粒子である。これらは、高充填度で、１００以下の比誘
電率を生じうる。
【０１３２】
　誘電層の厚さは、一般的に、１～５０μｍ、好ましくは２～４０μｍ、特に好ましくは
５～２５μｍ、特別には８～１５μｍである。
【０１３３】
　本発明によるＥＬエレメントは、一態様において、更に別の誘電層も含んでもよく、こ
れらの層は互いの上に配置され、共に絶縁効果を改良するか、または、別の誘電層はフロ
ーティング電極層（ｆｌｏａｔｉｎｇ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ　ｌａｙｅｒ）によって隔て
られる。第２の誘電層の使用は、第１の誘電層の品質およびピンホール自由度に依存しう
る。
【０１３４】
　充填剤として、無機絶縁材料が使用され、これらは文献で当業者に知られており、例え
ば以下のものが挙げられる：ＢａＴｉ３、ＳｒＴｉＯ３、ＫＮｂＯ３、ＰｂＴｉＯ３、Ｌ
ａＴａＯ３、ＬｉＮｂＯ３、ＧｅＴｅ、Ｍｇ２ＴｉＯ４、Ｂｉ２（ＴｉＯ３）３、ＮｉＴ
ｉＯ３、ＣａＴｉＯ３、ＺｎＴｉＯ３、Ｚｎ２ＴｉＯ４、ＢａＳｎＯ３、Ｂｉ（ＳｎＯ３

）３、ＣａＳｎＯ３、ＰｂＳｎＯ３、ＭｇＳｎＯ３、ＳｒＳｎＯ３、ＺｎＳｎＯ３、Ｂａ
ＺｒＯ３、ＣａＺｒＯ３、ＰｂＺｒＯ３、ＭｇＺｒＯ３、ＳｒＺｒＯ３、ＺｎＺｒＯ３お
よび鉛ジルコネート－チタネート混合晶またはこれらの充填剤の２種類以上の混合物。本
発明による好ましい充填剤は、ＢａＴｉＯ３またはＰｂＺｒＯ３またはそれらの混合物、
好ましくは絶縁層を製造するために使用されるペースト中に、それぞれペーストの総重量
に対して充填量５～８０ｗｔ．％、好ましくは１０～７５ｗｔ．％、特に好ましくは４０
～７０ｗｔ．％である。特に好適な粒子の例は、好ましくは１．０～２．０μｍの、チタ
ン酸バリウム粒子である。これらは、高充填度で、１００以下の比誘電率を生じうる。
【０１３５】
　１成分または好ましくは２成分ポリウレタンシステムがこの層のバインダーとして使用
されうる。好ましくはＢａｙｅｒ　ＭａｔｅｒｉａｌＳｃｉｅｎｃｅ　ＡＧから入手可能
なシステム、特に好ましくはＤｅｓｍｏｄｕｒおよびＤｅｓｍｏｐｈｅｎまたはＢＡＳＦ
　ＡＧ製のＬｕｐｒａｎａｔｅ、Ｌｕｐｒａｎｏｌ、ＰｌｕｒａｃｏｌもしくはＬｕｐｒ
ａｐｈｅｎ系列のラッカー原料；Ｄｅｇｕｓｓａ　ＡＧ（Ｅｖｏｎｉｋ）製の、好ましく
はｖｅｓｔａｎａｔｅ、特に好ましくはｖｅｓｔａｎａｔｅ　ＴおよびＢ；またはＤｏｗ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ製の、好ましくはｖｏｒａｓｔａｒである。更に、
高可撓性バインダーも使用されうる。例えばＰＭＭＡ、ＰＶＡ、特にＫｕｒａｒａｙ　Ｓ
ｐｅｃｉａｌｔｉｅｓ　Ｅｕｒｏｐｅ　ＧｍｂＨ製のｍｏｗｉｏｌおよびｐｏｖａｌもし
くはＷａｃｋｅｒ　ＡＧ製のｐｏｌｙｖｉｏｌ、またはＰＶＢ、特にＫｕｒａｒａｙ　Ｓ
ｐｅｃｉａｌｔｉｅｓ　Ｅｕｒｏｐｅ　ＧｍｂＨ製のｍｏｗｉｔａｌ（Ｂ　２０　Ｈ、Ｂ
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　３０　Ｔ、Ｂ　３０　Ｈ、Ｂ　３０　ＨＨ、Ｂ　４５　Ｈ、Ｂ　６０　Ｔ、Ｂ　６０　
Ｈ、Ｂ　６０　ＨＨ、Ｂ　７５　Ｈ）、もしくはＷａｃｋｅｒ　ＡＧ製のｐｉｏｌｏｆｏ
ｒｍ、特にｐｉｏｌｏｆｏｒｍ　ＢＲ１８、ＢＭ１８またはＢＴ１８ベースの高可撓性バ
インダーである。特にフルオレン含有プラスチックまたはシアノベースの樹脂もまたバイ
ンダーマトリックスとして使用されうる。
【０１３６】
　溶媒として、例えば、酢酸エチル、酢酸ブチル、１－メトキシプロピルアセテート－２
、トルエン、キシレン、ｓｏｌｖｅｓｓｏ　１００、ｓｈｅｌｌｓｏｌ　Ａまたはこれら
の溶媒の２種類以上の混合物が使用されうる。例えばＰＶＢをバインダーとして使用する
場合、ペーストは、更に、メタノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、
ジアセトンアルコール、ベンジルアルコール、１－メトキシプロパノール－２、ブチルグ
リコール、メトキシブタノール、ダウアノール、メトキシプロピルアセテート、酢酸メチ
ル、酢酸エチル、酢酸ブチル、ブトキシル、グリコール酸ｎ－ブチルエステル、アセトン
、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノン、トルエン、キシレ
ン、ヘキサン、シクロヘキサン、ヘプタン、並びに上記溶媒の２種類以上の混合物、ペー
ストの総重量に対して１～３０ｗｔ．％、好ましくは２～２０ｗｔ．％、特に好ましくは
３～１０ｗｔ．％も含みうる。更に、特性を改良するために添加剤、例えば流動性改良剤
およびレオロジー添加剤、を添加してもよい。流動性改良剤の例は、混合比４０：６０～
６０：４０のブトキシル中のＡｄｄｉｔｏｌ　ＸＬ４８０である。ペーストは、別の添加
剤を、いずれの場合もペーストの総重量に対して、０．０１～１０ｗｔ．％、好ましくは
０．０５～５ｗｔ．％、特に好ましくは０．１～２ｗｔ．％含んでもよい。ペースト中の
顔料および充填剤の沈降挙動を低減させるレオロジー添加剤として、例えば、ＢＹＫ　４
１０、ＢＹＫ　４１１、ＢＹＫ　４３０、ＢＹＫ　４３１またはこれらの任意の混合物が
使用されうる。
【０１３７】
　構成材料ＢＢおよび／またはＢＤとしての本発明による絶縁層の製造に関するプリンテ
ィングペーストの特に好ましい配合物は、以下のものを含む：
【０１３８】

【０１３９】
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【０１４０】

【０１４１】
　カバー層
　構成材料ＡおよびＢに加えて、本発明によるＥＬエレメントは、エレクトロルミネッセ
ントエレメントまたは場合によっては存在するグラフィカル表示の破壊を防ぐために、保
護層（構成材料ＣＡ）を含む。保護層に好適な材料は当業者に既知である。好適な保護層
ＣＡは、例えば、耐高温保護ラッカー、例えばポリカーボネートおよびバインダーを含む
保護ラッカー、である。そのような保護ラッカーの例は、ヴァイセンブルクのＰｒｏｅｌ
ｌ製のＮｏｒｉｐｈａｎ（登録商標）ＨＴＲである。
【０１４２】
　代わりに、保護層は、更に可撓性ポリマー、例えばポリウレタン、ＰＭＭＡ、ＰＶＡま
たはＰＶＢ、ベースで配合されてもよい。Ｂａｙｅｒ　ＭａｔｅｒｉａｌＳｃｉｅｎｃｅ
　ＡＧ製のポリウレタンがこの目的に使用されうる。この配合物は、更に充填材とともに
提供されてもよい。当業者に既知のあらゆる充填剤がこの目的に好適である。例えば無機
金属酸化物、例えばＴｉＯ２、ＺｎＯ、リトポンなど、がプリンティングペーストに対し
て１０～８０ｗｔ．％の充填度、好ましくは２０～７０ｗｔ．％の充填度、特に好ましく
は４０～６０％の充填度で提供される。更に、この配合物は、流動性改良剤並びにレオロ
ジー添加剤、を含んでいてもよい。溶媒として、例えば、エトキシプロピルアセテート、
酢酸エチル、酢酸ブチル、メトキシプロピルアセテート、アセトン、メチルエチルケトン
、メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノン、トルエン、キシレン、溶媒ナフサ１００
またはこれらの溶媒の２種類以上の混合物が使用されうる。
【０１４３】
　本発明によると、保護ラッカーＣＡの特に好ましい配合物は、例えば、以下のものを含
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む：
【０１４４】

【０１４５】

【０１４６】
　基材
　本発明によるＥＬエレメントは、それぞれの電極の片側または両側に基材、例えばガラ
ス、プラスチックフィルムなどを備えうる。
【０１４７】
　本発明によるＥＬエレメントにおいて、少なくとも、透明電極と接触している基材がグ
ラフィカルにガラス質で半透明にデザインされ、かつ、内側を不透明にカバーしていると
好ましい。不透明カバーデザインは、信号を発する目的で高解像度グラフィカルデザイン
によって不透明にカバーされ、かつ／または（例えば赤－緑－青という点で）ガラス質に
半透明に形成されている大面積のエレクトロルミネッセンス領域を意味すると理解される
。
【０１４８】
　本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントは、背面電極ＢＥを通じて背面
基材、例えばアルミニウム基材、に適用されうる。この関連で、エレクトロルミネッセン
トアレンジメントは、背面電極に適用される接着層を通じて基材に接続されうる。
【０１４９】
　本発明の更なる態様において、本発明によるＥＬアレンジメントにおいて、保護ラッカ
ーの層が基材と背面電極との間に提供されうる。保護ラッカーの層が本発明によるエレク
トロルミネッセントアレンジメントに提供される場合、保護ラッカーの層に適用される接
着層を通じてエレクトロルミネッセントアレンジメントが対応基材に接続されうる。
【０１５０】
　常温硬化接着システム並びに高温硬化接着システムが接着システムとして使用されうる
。
【０１５１】
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　本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントにおいて用いられる接着システ
ムは、１成分システムとして、並びに２成分システムとして配合されうる。
【０１５２】
　接着システムは、１つの変形において、シリコーン、エチレン酢酸ビニル、ＰＶＣまた
は熱可塑性ウレタンエラストマーを含有するシステムベースでありうる。これらの中で、
熱可塑性ウレタンエラストマーベースの接着システムが特に好ましい。
【０１５３】
　従って、特別な態様において、熱可塑性ウレタンエラストマー（ＴＰＵ）ベースの接着
システムが、本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントの結合に使用される
。
【０１５４】
　接着システムは、フィルムとして配合されうる。すなわち、接着システムは、フィルム
の形態で使用されうる。この態様は、簡素化されたフィルムの取り扱いのために、対応す
るＥＬシステムの製造を簡素化する。
【０１５５】
　フィルムとして形成された接着層用の材料の例としては、商標Ｄｕｒｅｆｌｅｘ（登録

商標）、Ｐｌａｔｉｌｏｎ（登録商標）および／またはＷａｌｏｐｕｒ（登録商標）で知
られているフィルムが挙げられ、これらは熱可塑性ウレタンエラストマーベースである。
【０１５６】
　対応するフィルムベースの接着システムを使用する場合、フィルムをキャリアフィルム
と共に使用してもよい。この場合、フィルムの形態の接着層の厚さは０．０１～２ｍｍ、
特に好ましくは０．０２～０．５ｍｍ、特別には０．１５～０．４０ｍｍである。
【０１５７】
　別の基材（カバー基材）を本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントにお
けるカバー電極ＢＡ上に提供してもよい。
【０１５８】
　カバー基材は、同様に、上記接着システムを使用して本発明によるエレクトロルミネッ
セントアレンジメントに固定される。ここでも、熱可塑性ポリウレタンエラストマーベー
スのシステムが好ましい。
【０１５９】
　本発明によるアレンジメントによって生じるエレクトロルミネッセンスはカバー基材を
通して発光するので、カバー基材が透明になるように形成されることが好ましい。
【０１６０】
　本発明の変形において、カバー基材は上部、すなわち、エレクトロルミネッセントアレ
ンジメントの外側を向く面、がマットであってもよい。
【０１６１】
　加えて、透明電極ＢＡと接触する基材がガラス転移温度Ｔｇ未満で常温延伸加工可能な
フィルムであることが好ましい。このようにして、好ましくは応力白化がない、得られる
ＥＬエレメントの３次元加工の可能性が提供される。
【０１６２】
　更に、背面電極ＢＥと接触する基材が、同様に、Ｔｇ未満で常温延伸加工可能なフィル
ムであることが好ましい。このようにして、好ましくは応力白化がない、得られるＥＬエ
レメントの３次元加工の可能性が提供される。
【０１６３】
　従って、ＥＬエレメントは３次元加工可能であり、曲率半径は２ｍｍ未満、好ましくは
１ｍｍ未満になりうる。この関連で、ワーキングアングル（ｗｏｒｋｉｎｇ　ａｎｇｌｅ
）は６０°よりも大きく、好ましくは７５°よりも大きく、特に好ましくは９０°よりも
大きく、特別には１０５°よりも大きい。
【０１６４】
　更に、ＥＬエレメントが３次元加工可能であり、特にＴｇ未満で常温延伸加工可能であ
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り、かつ、このようにして精密加工３次元成形を受ける場合が好ましい。
【０１６５】
　３次元加工エレメントは、射出成形用金型において熱可塑性材料を用いて少なくとも片
側に成形されうる。
【０１６６】
　本発明によるＥＬエレメントの製造
　標準的に上で言及したペースト（スクリーンプリンティングペースト）を透明プラスチ
ックフィルムまたはガラスに適用し、次にこれがほぼ透明な導電性コーティングを構成し
、それによって視覚表示側の電極を形成する。次に、誘電材料（存在する場合）および背
面電極をプリンティング技術および／またはラミネーション技術によって得る。
【０１６７】
　しかしながら、逆の製造プロセスもまた可能であり、逆の製造プロセスにおいては、ま
ず最初に金属化フィルムの形態で背面電極を製造するかまたは背面電極を使用し、この電
極に誘電材料を適用する。次に、ＥＬ層およびこれに続いて透明でかつ導電性の上部電極
を適用する。次に得られるシステムを任意に透明カバーフィルムでラミネート化し、それ
によって水蒸気に対して、かつ、更に機械的ダメージに対して保護してもよい。
【０１６８】
　本発明の一態様において、伝導性トラック（銀母線）が、第１の層として基材Ａに適用
されうる。しかしながら、本発明によると、伝導性トラックは、好ましくは電極ＢＡおよ
びＢＥに適用され、２つの加工段階においてそれぞれ個々に電極に適用されるか、または
、１つの加工段階において共同で電極に適用される。
【０１６９】
　ＥＬ層は、標準的には、スクリーンプリンティングまたはディスペンサー適用またはイ
ンクジェット適用を用いるプリンティング技術、またはナイフコーティング手順またはロ
ーラーコーティング法またはカーテンキャスティング法（ｃｕｒｔａｉｎ　ｃａｓｔｉｎ
ｇ　ｍｅｔｈｏｄ）または転写法によって適用されるが、好ましくはスクリーンプリンテ
ィングを用いて適用される。ＥＬ層は、好ましくは、電極の表面に適用されるかまたは任
意に背面電極に適用されてもよい絶縁層に適用される。これに続いて、一般的に、少なく
とも２つの交流電圧供給リードが、フラット電極の少なくとも一方の互いに間隔を開けて
配置される２つの地点に取り付けられる。
【０１７０】
　本発明によるＥＬアレンジメントの別の形態
　少なくとも２つのＥＬ層を使用することによって、異なるエレクトロルミネッセント燐
光顔料を含む隣接して配置されたエレクトロルミネッセント層を少なくとも２つ選択する
ことによって、位置的におよび波長が異なる発光場を生じることも更に可能である。
【０１７１】
　本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントは、交流電圧周波数が２００Ｈ
ｚから１，０００Ｈｚを上回るまで範囲のエレクトロルミネッセンス電圧源によって作動
されうる。この関連で、コーディングがこのようにして機械によって、例えば光電子セン
サを用いてまたはカメラを用いて、照合されうるように、数Ｈｚの範囲のコーディングを
生じてもよい。更に、例えば、自動車識別標識の有効性またはライセンスおよび別のセキ
ュリティ関連特性の有効性もそれによってチェックされうる。
【０１７２】
　本発明は、更に、屋内におけるかまたは屋外使用、好ましくは建物の屋外ファサード、
設備、装置、陸上車、航空機、水上乗物、電気もしくは電子デバイス、または広告分野に
おける使用、用の装飾エレメントおよび／または発光エレメントとしての、上記のような
エレクトロルミネッセントアレンジメントの使用も提供する。
【０１７３】
　この関連で、エレクトロルミネッセントアレンジメントは、視覚的に信号を発するエレ
メントとしてデザインされ、ここで、電圧レベル、電圧差、周波数および／または周波数
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差は、音楽音源の大きさのレベルおよび周波数応答によって、かつ／または電子、感覚お
よび／もしくはコンピュータ制御された調節によって制御され、かつ、調整される。
【０１７４】
　更に、本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントは、組み合わされた安全
ガラスエレメントとしてまたは絶縁ガラスエレメントとしてデザインされうる。
【０１７５】
　従って、エレクトロルミネッセントアレンジメントは、測定可能かつ／または感覚的に
検出可能な量、特に、ノイズ、スモーク、振動、速度、大気湿度および／または温度、に
関する視覚的インジケータとして使用されうる。
【０１７６】
　本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントは、特に自己発光自動車識別標
識の構成要素として好適である。しかしながら、この目的に関して、対応自動車識別標識
番号を有する自動車識別標識を提供するためにエレクトロルミネッセントアレンジメント
が加工工程を受けることが必要である。これは、一般的に、対応する活字および数字がナ
ンバープレートから前方へ押し出されるようにナンバープレートの背面から施行される加
工工程によって行われる。従って、この領域は黒い不透明体にされうる。
【０１７７】
　しかしながら、このエンボスで、電極コーティングにクラックが生じるという問題が発
生しうる。この結果として、電極の伝導性は、制限されるかまたは更に部分に遮断される
。
【０１７８】
　更に、電力供給に起因する過負荷がある場合、このことは本発明によるエレクトロルミ
ネッセントアレンジメントのカバー電極および／または背面電極の破壊をもたらしうる。
【０１７９】
　本発明は、好ましくは金属グリッドをそれぞれの電極に組み込むので、この問題を包括
的に解決する。従って、本発明の特別な態様において、少なくとも１つの電極、背面電極
ＢＥまたはカバー電極ＢＡのいずれか、が金属グレーチングまたはグリッドを含むことが
想定される。金属グレーチングまたはグリッドは、－（常套の）電極それ自体とは対照的
に－より容易に３次元加工可能であり、金属グレーチングまたはグリッドの伸張性のため
に、破壊する頻度が著しく少なく、概して、議論しているタイプのエレクトロルミネッセ
ントアレンジメントに一般的に必要でない著しく大きな作用のもとでのみ破壊し、乗物識
別標識の構成部品として使用する場合、破壊する頻度が著しく少ない。
【０１８０】
　この関連で、金属グリッドは、直交ストランドまたは交差ストランドを有する金属グリ
ッドインレイであってもよい。
【０１８１】
　更に、金属グリッドは、別の形態において、直交するワープ・ストランド（ｗａｒｐ　
ｓｔｒａｎｄｓ）とウェフト・ストランド（ｗｅｆｔ　ｓｔｒａｎｄｓ）とからなる。
【０１８２】
　金属グリッドは、一般的に、異種金属を使用して製造されうる。従って、金属グリッド
が銀、銅、金、白金、黄銅、鉄およびニッケルからなる群から選択される実質的に１種類
の金属からなることが可能である。金属グリッドが実質的に銀からなる場合が特に好まし
い。導電率に依存して、導体の厚さは５μｍ～２ｍｍ、好ましくは１０～２００μｍであ
る。グリッドは、チェスボードパターンの形態であっても、ヘア・ワイヤ（ｈａｒｅ　ｗ
ｉｒｅ）の形態であっても、任意の別の形状であってもよい。
【０１８３】
　電極材料の導電性が遮断される場合、－遮断のタイプおよび理由とは無関係に－この場
合、電極の導電性は追加の金属グリッドによって維持され続けうる。従って、ダメージの
場合においても、機能モジュールは、能力が実質的に影響を受けずに作動しうる。それに
よって疲労特性が改良される。
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【０１８４】
　本発明の別の変形において、議論中のタイプのエレクトロルミネッセントアレンジメン
トにおける対応金属グリッドの使用を主張する。ここで、意図される用途は、エレクトロ
ルミネッセントアレンジメントの加工に起因する電極の導電性の断絶（破損）のブリッジ
ングにある。
【０１８５】
　本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントの電極の接触は様々な方法で行
われうる。
【０１８６】
　従って、本発明の第１の態様において、背面電極および／またはカバー電極を電力供給
リードによって接触させることが可能である。それぞれの電力供給リードは、好ましくは
、エレクトロルミネッセンス場の外側に配置され、好ましくは全ＥＬ表面にわたって均一
なＥＬ発光をもたらすように形成される。母線としてデザインされるこの電力供給リード
に関して、局所電流密度をできるだけ小さく保つために、できるだけ大きな面積にわたっ
てカバー電極および背面電極に流れる交流電流を供給することが都合がよい。そうでなけ
れば、厚みの小さい背面電極およびカバー電極に関して、高すぎる電流密度に関する燃焼
または気化に起因する少なくとも局所的なダメージの危険がある。
【０１８７】
　対応母線は、伝導性の高いプリンティングペーストによって形成されうる。これらのペ
ーストは、例えば、不透明な銀ペースト、銅ペーストまたはカーボンペーストである。好
適なプリンティングペーストは、シート抵抗に関して基本的にいずれの制限も受けない。
しかしながら、標準的に、それらのシート抵抗は、１０ｍΩ／スクエア未満から数百ｍΩ
／スクエアまでである。
【０１８８】
　特に、表面積および相互間隔が大きく、かつ、比較的抵抗の高い透明電極層で、均一Ｅ
Ｌ発光のために母線を使用することが好適である。
【０１８９】
　一形態において、背面電極ＢＥ用の母線は、背面電極ＢＥと下記別の保護ラッカーとの
間に提供される。
【０１９０】
　一形態において、カバー電極ＢＡ用の母線は、カバー電極ＢＡとカバー基材との間に提
供される。
【０１９１】
　母線は、例えば、接触ストリップによって対応エレクトロルミネッセンスコンバータ（
インバータ）に接続されうる。
【０１９２】
　対応導電性ストリップは、一般的に、スクリーンプリンティング、ブラシ塗布（ｂｒｕ
ｓｈ　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）、インクジェット、ナイフコーティング、ローラーを用
いて、スプレーによってまたはディスペンサー塗布（ｄｉｓｐｅｎｓｅｒ　ａｐｐｌｉｃ
ａｔｉｏｎ）または当業者に既知の類似の塗布方法を用いて、導電性でかつ少なくとも部
分的に透明な薄いコーティングに塗布され、次に、標準的に基材エッジに沿って外側に塗
布されるストリップが、ハンダ、クランピング（ｃｌａｍｐｉｎｇ）、クリンピング（ｃ
ｒｉｍｐｉｎｇ）、リベッティング、結合またはプラグイン接続を用いて良好に電気を通
す方法で接触するように、一般的にオーブンにおいて熱処理されうる。
【０１９３】
　本発明の特別な態様において、背面電極および／またはカバー電極の接触は、更に、場
合によっては母線を通じて直接、背面において接触エレメントを通して背面基材まで行わ
れうる。この場合、エレクトロルミネッセントアレンジメントに少なくとも２つの電気接
触用のくぼみが層構造の方向に垂直に提供される。例えばスクリューコネクション（ｓｃ
ｒｅｗ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）、リベットコネクション（ｒｉｖｅｔ　ｃｏｎｎｅｃｔ



(31) JP 2010-537392 A 2010.12.2

10

20

30

40

50

ｉｏｎ）または鋸歯状コネクション（ｓａｗｔｏｏｔｈ－ｓｈａｐｅ　ｃｏｎｎｅｃｔｉ
ｏｎ）の形態の、接触エレメントを、ポジティブロッキングの方法（ｐｏｓｉｔｉｖｅ　
ｌｏｃｋｉｎｇ　ｍａｎｎｅｒ）でこれらのくぼみに挿入する。接触エレメントは、これ
らの接触エレメントを通じて対応するカバー電極と背面電極とに電気接触があるようにデ
ザインされる。このそれぞれの電極との接触は、更に、既に上に記述した利点を伴って既
に記述した介在して接続される母線を通じてももたらされうる。従って、電力供給が、接
触エレメント／電極接触部位においてのみではなく、母線／電極接触部位における大きい
面積にわたっても行われるので、このことは特に好ましい。
【０１９４】
　この態様における本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントにおいて提供
されるくぼみは、好ましくは、エレクトロルミネッセントアレンジメントのエッジ領域に
形成される。
【０１９５】
　エレクトロルミネッセントアレンジメントの機械的固定もまた対応接触エレメントを通
じて可能である。
【０１９６】
　このタイプの本発明による特に好ましい接触を、本発明に関連する図に、より詳細に記
述する。
【０１９７】
　背面電極および／またはカバー電極の接触の精密な性質とは無関係に、これらの接続は
、エレクトロルミネッセンスインバータ（コンバータ）に接続される。
【０１９８】
　本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントが乗物における自己発光識別標
識として使用される場合、この電力供給は乗物の電気回路によって提供されうる。
【０１９９】
　この関連で、乗物の運転手がそれぞれの照明条件とは無関係に、かつ、エレクトロルミ
ネッセンス機能のスイッチを入れずに、常に、例えば自動車識別標識の、十分な照明を保
証されるように、乗物を出発させるときにエレクトロルミネッセントアレンジメントに電
流を自動的に供給することが更に可能である。
【０２００】
　エレクトロルミネッセントアレンジメントを乗物用識別標識として使用する場合、ＥＬ
アレンジメントのカバー基材をプラスチックフィルムとして形成することが好ましい。こ
の場合、カバー基材がポリカーボネートまたはポリカーボネートブレンドベースのフィル
ムである場合もまた更に好ましい。ポリカーボネート（ＰＣ）は、優れた透明性を有し、
熱的におよび機械的に高度にストレスに適するプラスチック材料である。これを乗物用識
別標識の構成部品として使用する場合、この材料が衝撃強さ、耐引掻き性および熱安定性
に関する非常に厳しい要求を満たすので、本発明によるエレクトロルミネッセントアレン
ジメント用のカバー基材としての使用に特に好適である。
【０２０１】
　更に、本発明によってポリカーボネートフィルムの形態で提供されるカバー基材は、カ
バー基材が鏡面反射効果を生じないように、カバー基材の表面が耐引掻き性表面粗さを有
することを確実にする。加えて、本発明によるシステムの使用期間は、黄変効果および脆
化効果が十分に避けられるという事実のおかげで改良される。
【０２０２】
　本発明の一態様において、ポリカーボネートフィルムは、少なくとも１つの側にマット
な表面を有し、残りの側にグラフィカル形態を有する。
【０２０３】
　好適なポリカーボネートフィルムは、特に、材料Ｍａｋｒｏｆｏｌ（登録商標）、Ｂａ
ｙｆｏｌ（登録商標）、Ｍａｒｎｏｔ（登録商標）またはＰｒｏＴｅｋ（登録商標）で作
られたポリカーボネートフィルムである。対応ポリカーボネートフィルムの厚さは、一般
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的に、５０～３５０μｍ、特に好ましくは７５～３００μｍ、特別には１００～２５０μ
ｍの範囲にある。
【０２０４】
　本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントの別の構造は、特に乗物識別標
識として使用する場合、特別な制限を受けない。例えば、白色ラッカーの層をカバー基材
に適用することが可能である。例えば、次に反射層を白色ラッカーの層に提供してもよい
。白色ラッカーを本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントにおいて使用す
る場合、反射層は、接着剤によって白色ラッカーの層に接続されうる。この接着システム
に関連して、上記実施が参照される。
【０２０５】
　本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントが例えば乗物用識別標識として
使用されるように、本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントとの関連で使
用する場合、反射層を実質的に透明にデザインすることが好ましい。
【０２０６】
　本発明に関して、中空ガラス球を使用することによって反射が増加することが有利であ
ることもまた証明されている。従って、本発明の別の特定の態様において、エレクトロル
ミネッセントアレンジメントは中空ガラス球を含有する。
【０２０７】
　反射特性を改良するために、中空ガラス球をカバー基材に添加してもよい。
【０２０８】
　加えて、中空ガラス球が本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントとの関
連で使用される場合、中空ガラス球を反射層に添加することも更に可能である。
【０２０９】
　更に、中空ガラス球をカバー基材と反射層の両方に添加することが可能である。
【０２１０】
　これらの変形の１つにおいて中空ガラス球が本発明によるエレクトロルミネッセントア
レンジメントにおいて使用される場合、これらの平均径は、好ましくは５～２００μｍ、
特に好ましくは１０～１００μｍ、特別には１５～５０μｍである。対応中空ガラス球の
比重量は、好ましくは０．０５～１０ｇ／ｃｍ３、特に好ましくは０．１～５ｇ／ｃｍ３

、特別には０．１５～１ｇ／ｃｍ３である。対応中空ガラス球は、例えば、水に不溶な化
学的に安定なソーダ石灰ホウケイ酸ガラスベースであり、商品名Ｓｃｏｔｃｈｌｉｔｅ（

登録商標）Ｇｌａｓｓ　Ｂｕｂｂｌｅｓ　Ｓ６０またはＳ６０ＨＳのもとで市販されてい
る。
【０２１１】
　これらの対応中空ガラス球は、例えばカバー基材または反射層のバインダーマトリック
スに適用されうる。
【０２１２】
　上記エレクトロルミネッセントアレンジメントは、好ましくは自動車識別標識に使用さ
れる。
【０２１３】
　従って、背面基材として金属基材、好ましくはアルミニウム基材、を使用することが好
ましい。特にこれはアルミニウムシート材料でありうる。
【０２１４】
　乗物用識別標識がエンボスされるように、本発明によるエレクトロルミネッセントアレ
ンジメントは、全体として、好ましくは常温加工可能であり、従って応力白化フリーであ
るようにデザインされる。識別標識は、特に、３次元加工され、この関連で、その曲率半
径は２ｍｍ未満、好ましくは１ｍｍ未満である。ワーキングアングルは、この関連で、６
０°よりも大きく、好ましくは７５°よりも大きく、特に好ましくは９０°よりも大きく
、特に１０５°よりも大きい。
【０２１５】
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　特に、本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントは、乗物のナンバープレ
ート用の正面ダイヤフラムブランク（ｆｒｏｎｔ　ｄｉａｐｈｒａｇｍ　ｂｌａｎｋ）と
して使用される。正面ダイヤフラムブランクとしてのエレクトロルミネッセントアレンジ
メントの提供は、この関連で、好ましくはパンチングツール、カッティングツールおよび
／またはレーザージェットシステムによってアーク形フォーマット（ａｒｃ－ｓｈａｐｅ
ｄ　ｆｏｒｍａｔ）からもたらされる。
【０２１６】
　正面ダイヤフラムブランクにおいて、エンボスは後ろから乗物の識別標識に適用される
。次に、正面のエンボスによって形成される隆起は概して黒色領域として不透明に着色さ
れる。
【０２１７】
　対応ブランクの層厚は、概して５０～３５０μｍ、特に好ましくは７５～３００μｍ、
特別には１００～２５０μｍである。
【０２１８】
　乗物のナンバープレートの識別標識において使用される本発明によるエレクトロルミネ
ッセントアレンジメントは、概して、エレクトロルミネッセンスによって得られる白色光
に加えて、更に特定の波長の色を発光するように形成される。このようにして、追加のグ
ラフィカル形態が任意に達成されうる。追加の波長特異発光は、例えばアレンジメント上
に透かしの形でシンボルを生じうる。この関連で、透かしは、更に、偽造の恐れがない識
別標識を作るために、時間分解された形で隠されて配置されうる。
【０２１９】
　本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントは、複数のレタープレスシート
フォーマットを使用する常套のフラット－ベッド（ｆｌａｔ－ｂｅｄ）および／またはシ
リンダースクリーンプリンティングマシーンにおいて製造され、更に、製造中に、例えば
プリンティング技術によって別のセキュリティ特性と共に、提供されうる。
【０２２０】
　従って、本発明は、上記エレクトロルミネッセントアレンジメントを備える識別標識、
特に乗物用識別標識、であって、フレームに固定されており、かつ、ＥＬエレメントの少
なくとも２つの電気接続がＥＬインバータ（コンバータ）につながれており、このＥＬイ
ンバータが、概して、次に乗物の電気回路に接続されており、好ましくは乗物を始動する
と自動的に電流を供給し、このようにしてＥＬフィルムにルミネッセンスを引き起こす識
別標識も提供する。
【０２２１】
　本発明の実施のいくつかの例を以下に図面を用いてより詳細に説明する。これらの態様
は本発明の具体的な形態を示すが、本発明はこれらの態様に制限されない。
【０２２２】
　参照数字：
　１：自己発光識別標識
　２：穿孔（くぼみ）
　３：穿孔（くぼみ）
　４：アルミニウムの背面基材
　５：ＴＰＵベースの接着層
　６：エレクトロルミネッセントアレンジメント
　７：カバー基材
　８：エレクトロルミネッセンスの方向
　９：ＴＰＵベースの接着層
　１０：高分子バインダーマトリックス
　１１：中空ガラス球
　１２：正面隆起
　１３：光輝表面、正面
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　１４：フレーム
　１５：フィルムの形態の反射層
　１６：電気接触エレメント
　１７：カバー電極
　１８：カバー電極の母線
　１９：背面電極
　２０：背面電極の母線
　２１：エレクトロルミネッセンスインバータ
　２２：圧迫帯（ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ　ｓｌｅｅｖｅ）
　２３：誘電層／絶縁層
　２４：エレクトロルミネッセント層
　２５：接触面
　２６：くぼみ
　２７：接触面
　２８：くぼみ
　２９：シーリングＯ－リング／フラットシーリングリング
　３０：セキュリティエンボス
　３１：固定デバイス
　３２：ゴムシール
　３３：ゴムシール
　３４：接触面
　３５：接触面
　３６：伝導性ワイヤー
　３７：絶縁体
　３８：非発光エッジ
　３９：ＥＬ場
【０２２３】
　図１には、一例として識別英数字「ＢＭＳ－１２３」を有する自己発光自動車識別標識
１が平面図で示されている。電気接触は、参照数字２および３によって特定される２つの
穿孔（穴）によってもたらされ、自動車識別標識の乗物への機械的固定もまたこれらの穴
２および３を用いてもたらされる。
【０２２４】
　図２は、本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントの３次元層構造体を示
している。この図に示されるエレクトロルミネッセントアレンジメントのベースは、アル
ミニウムでできた金属加工可能背面基材４である。ＴＰＵベースの接着層５がこの背面基
材４に配置されている。本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメント６がこの
接着層５に隣の層として提供されている。本発明によるエレクトロルミネッセントアレン
ジメント６の、接着層５を介する背面基材４へのラミネートは、対応圧力および温度領域
を合わせることによって行われる。カバー基材７が、本発明によるエレクトロルミネッセ
ントアレンジメント６に適用されている。カバー基材は、材料Ｍａｋｒｏｆｏｌ（登録商

標）またはＢａｙｆｏｌ（登録商標）のポリカーボネートフィルムからなる。３次元層構
造体をグラフィカルに示す。電気接触用穿孔２および３は、図式のみで示される。
【０２２５】
　図３に、自己発光自動車識別標識１を通るセクションＡ／Ｂ（図１による。）を示す。
エレクトロルミネッセンス方向８並びにセクションＣが図示されており、セクションＣは
次の図４により詳細に記述されている。
【０２２６】
　図４には、図３に示されているセクションＣがより詳細に図示されている。この図に図
示されているエレクトロルミネッセントアレンジメントのベースもまたアルミニウムでで
きた加工可能な金属背面基材４であって、この上にＴＰＵの接着層５が提供されている。



(35) JP 2010-537392 A 2010.12.2

10

20

30

40

50

本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメント６は、この接着層５の上に隣の層
として提供されている。ＴＰＵの別の接着層９を用いて、エレクトロルミネッセントアレ
ンジメント６は、中空ガラス球１１を含む高分子バインダーマトリックス１０が提供され
ている。ＴＰＵは、同様にこの層におけるバインダーとしても使用される。次に層厚１０
０～２５０μｍのポリカーボネートフィルムのカバー基材７をこの構造体上にラミネート
する。自己発光自動車識別標識１は３次元加工され、それによって隆起１２が正面に形成
されており、これは黒く不透明に保たれる。自己発光自動車識別標識１の隆起１２を含ま
ない領域は光輝表面１３を有する。この３次元層構造体がグラフィカルに図示されている
。
【０２２７】
　本発明による自動車識別標識に関する接触の変形を図５に図示する。この場合、自動車
識別標識はフレーム１４を備えている。本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジ
メントの構造は、先の図に既に記述されている構造と同じであり、ＴＰＵの第１接着層５
が適用されているアルミニウム基材４からなる。エレクトロルミネッセントアレンジメン
ト６がＴＰＵの接着層５に適用されており、次にポリカーボネートフィルムからなるカバ
ー基材７がアレンジメント６に適用されている。ＴＰＵの別の接着層９およびフィルムの
形態の反射層１５がこのカバー基材に適用されている。自己発光自動車識別標識１は３次
元に加工されており、それによって隆起１２が正面に形成されており、これは黒く不透明
に保たれる。電気接触は、自動車識別標識のエッジ領域に提供される電気接触エレメント
１６を通じてもたらされる。電気接触エレメント１６ａは導電的にカバー電極１７に接続
されている。接触エレメント１６ａとカバー電極１７との間の電気接触は、カーボンおよ
び銀ペーストによって形成される母線２０を通じてもたらされる。電気接触エレメント１
６ｂは、導電的に背面電極１９に接続されている。接触エレメント１６ｂと背面電極１９
との間の電気接触は、カーボンおよび銀ペーストによって形成される母線１８を通じても
たらされる。接触エレメントは導電的にエレクトロルミネッセンスインバータ２１に接続
されている。それぞれの接触エレメントは、自動車識別標識１の背面に提供される圧迫帯
２２によって適所に固定されている。図５は、２つのセクションＡとＢとを示しており、
これらは次の図に、より詳細に記述されている。図５には、カバー電極１７および背面電
極１９は示されていないが、図示されるＥＬエレメント６の構成部品である。
【０２２８】
　図５に図示されるセクションＡを図６に記述している。セクションＡは、カバー電極１
７の接触を示す。本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントの構造は、先の
図に既に記述されているものと同じであり、アルミニウム基材４からなり、これにＴＰＵ
の第１接着層５が適用されている。本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメン
ト６はＴＰＵの接着層５に適用されており、アレンジメント６は、背面電極１９、誘電層
２３、エレクトロルミネッセント層２４およびカバー電極１７からなる。ポリウレタンフ
ィルムからなるカバー基材７が、次にカバー電極１７に適用されている。ＴＰＵベースの
別の接着層９およびフィルムの形態の反射層１５がカバー基材７に適用されている。カバ
ー電極の接触は、参照数字２５によって特定される接触面を通じてもたらされる。接触エ
レメント１６ａは、図６に示されていないが、ポジティブロッキングの方法でくぼみ２６
に挿入される形状を有し、カバー電極１７の接触面２５に導電的に接触する。くぼみ２６
は、穴２または３と同一である。
【０２２９】
　図５に図示されるセクションＢを図７に記述している。セクションＢは、背面電極１９
の接触を示す。本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメントの構造は、先の図
に既に記述されているものと同じであり、アルミニウム基材４からなり、これにＴＰＵの
第１接着層５が適用されている。本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメント
６はＴＰＵの接着層５に適用されており、アレンジメント６は、背面電極１９、誘電層２
３、エレクトロルミネッセント層２４およびカバー電極１７からなる。ポリカーボネート
フィルムからなるカバー基材７が、次にカバー電極１７に適用されている。ＴＰＵベース
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の別の接着層９およびフィルムの形態の反射層１５がカバー基材７に適用されている。接
触は参照数字２７によって特定される接触面を通じてもたらされる。接触エレメント１６
ｂは、図６に示されていないが、ポジティブロッキングの方法でくぼみ２８に挿入される
形状を有し、背面電極１９の接触面２７に導電的に接触する。電極同士の接触は、母線に
よってもたらされる。
【０２３０】
　図８には、図５に図示されるセクションＢが別の形態で示されている。図８に示される
この形態において、背面電極の電気接触は、同時に機械的固定の役割を果たす。セクショ
ンＢは、背面電極１９の接触を示す。本発明によるエレクトロルミネッセントアレンジメ
ントの構造は、先の図に既に記述されているものと同じであり、アルミニウム基材４を備
え、これにＴＰＵの第１接着層５が適用されている。本発明によるエレクトロルミネッセ
ントアレンジメント６は、ＴＰＵベースの接着層５に適用されており、前記アレンジメン
ト６は、背面電極１９、誘電層２３、エレクトロルミネッセント層２４およびカバー電極
１７からなる。ポリカーボネートフィルムからなるカバー基材７が、次にカバー電極１７
に適用されている。ＴＰＵベースの別の接着層９およびフィルムの形態の反射層１５がカ
バー基材７に適用されている。自動車識別標識１はフレーム１４に配置されている。自動
車識別標識１の正面に対する固定は、接触エレメント１６ｂの下に配置されるシーリング
Ｏ－リング２９またはフラットシーリングリングを用いてもたらされる。セキュリティエ
ンボス３０が接触エレメント１６ｂ上に提供されており、それによってコードが照合され
、かつ、このようにして例えば自動車識別標識の有効性およびライセンスおよび類似のセ
キュリティ関連項目の有効性がチェックされうる。本発明による自動車識別標識１は、鋸
歯状キャッチ、リベットまたはねじ山の形態の固定デバイス３１によって接触エレメント
１６ｂを通じて背面に機械的に固定される。別のゴムシール３２および３３が接触エレメ
ント１６ｂに提供されている。接触面３４および３５が、接触エレメント１６ｂに提供さ
れており、これらはポジティブロッキングで背面電極１９の母線２０と接触している。エ
レクトロルミネッセントアレンジメントを作動させるのに必要とされる電流は、エレクト
ロルミネッセンスインバータ２１（図示せず。）から絶縁体３７によって絶縁される伝導
性ワイヤー３６を通じて供給される。
【０２３１】
　図９には、識別英数字「ＢＭＳ－１２３」を有する自己発光自動車識別標識１が一例と
して平面図で示されている。この態様において、２つの穿孔（穴）２と３とが電気接触お
よび機械的固定のために提供されている。２つの穿孔２と３とは、原則として、実質的に
任意の位置に配置され、好ましくは左側と右側のエッジに提供される。というのも、この
場合に、更に最良の機械的固定も可能であり、２つの導電性フラット電極１７および１９
（図示せず。）が非常に都合よく配置されうるからである。この実施において、カバー電
極１７の接触が左側の穴の領域で起こり、背面電極１９の接触が右側の穴の領域で起こる
。標準的に、小さなエッジ領域が暗いままであり、かつ、２つの穴の周りの領域が同様に
ＥＬ発光場なしに実施されるが、ハッチング付で示されるＥＬ場は、ほぼ全域にわたって
広がる。
【０２３２】
　図１０には、自己発光識別標識１が平面図において図式で示されており、ここで、単純
に母線１８を有するカバー電極１７が図示されている。カバー電極１７は、好ましくは、
スクリーンプリンティング技術によって製造され、それによって高い精度で配置されうる
。カバー電極１７は、標準的には、薄い白色半透明プリンティングを含むグラフィカルプ
リンティングに直接隣接してカバー基材７としての透明フィルム（図示せず）上に配置さ
れ、好ましくは約０．５ｍｍ～約３．０ｍｍの小さなエッジ領域がフリーのままにされる
。同様に、右側の穴を囲む領域は背面電極接触の実施のためにフリーのままにされる。カ
バー電極１７は、できるだけ透明かつできるだけ高導電率でなければならず、好ましくは
、これがクラック形成なしの識別標識のエンボスのために十分に常温加工によって実施さ
れるようにデザインされる。母線１８もまたこの図１０に示されており、これは幅数ミリ
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いてカバー電極１７の接触領域をカバーする。
【０２３３】
　図１１には、自己発光識別標識１が平面図において図式で図示されており、この関連で
、単純にグリッド状の母線を有する背面電極１９が示されている。コストと機能性の理由
で、好ましくは典型的には５～１００Ω／スクエアのシート抵抗を有するカーボンペース
トが背面電極１９として使用される。カーボンペーストのシート伝導率は、グリッドのよ
うに配置された銀ペースト（銀フリース）によって、典型的に１００ｍΩ／スクエア未満
から２０ｍΩ／スクエア未満までのシート抵抗で提供され、銀ペーストは右側の穴の領域
に配置され、ここでは背面電極１９の接触を改良することが意図されている。原則として
、加えて、銀ペーストもまた母線の標準の配置の方法でエッジに沿って配置されうる。こ
の場合、背面電極１９は透明にされる必要がないので、グリッド状の配置が選択されても
よく、標準の銀ペーストは比較的良好に常温加工可能であり、カーボンペーストの潜在的
に高い抵抗を避けるので、識別標識のエンボス処置における追加のセキュリティを提供す
る。加えて、クラック形成がなく、従って、シート抵抗率の増加がないカーボンペースト
の常温加工性は、１パーセントの１０分のいくつかから数パーセントまでのＭＷＣＮＴ（
マルチウォール・カーボンナノチューブ）を混合することによって改良されうる。常套の
ＭＷＣＮＴは既に数μｍの長さを有し、このようにしてパーコレーションを常套のグラフ
ァイト粒子との組み合わせで改良する。銀ペースト中のＭＷＣＮＴの混合物は、同様に有
用であり、かつ、この関連で更に、高い抵抗率をもたらすクラック形成の危険なしに、加
工性も改良する。様々な層のＥＬコンデンサの好適なアレンジメントで、グリッド状背面
電極強化用の銀ペーストインプレッション（ｓｉｌｖｅｒ　ｐａｓｔｅ　ｉｍｐｒｅｓｓ
ｉｏｎ）が同時にカバー電極１７（図示せず。）用の母線の役割を果たすことができ、こ
の１つの銀ペーストインプレッションのみが、２つの接触穴２と３との領域の導電性を強
化することを強調することが重要である。この関連で、グリッド状銀ペーストインプレッ
ションは、実質的にいずれの任意のグラフィカル形態を有してもよく、特に識別標識用の
エンボスの領域において、微細なグリッドパターンで仕上げられてもよく、特に均一グリ
ッドとして形成される必要はなく、連続的断面を有してデザインされてもよい。カバー電
極１７（図示せず。）および背面電極１９の電気接触は、同一接触エレメントによっても
たらされる。ＥＬエレメントが交流電圧を用いて作動されるので、極性を考慮に入れる必
要はない。正面電極の場合、透明導電性層が銀ペーストの下に配置され、背面電極の場合
、カーボンペースト層が下に配置されるので、両方の接触で、比較的強い表面圧が銀ペー
スト上にかけられる。従って、電気接触は、微細な、シャープなエッジを有する導電性エ
レメントを用いてマイクロ単位の穴の開いたまたはナノ単位の穴の開いた方法において、
並びにクリンピングの方法において実施されうる。
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